
部
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー
（
手

術
指
導
医
）を
招
き
、
そ
の
指
導
の
も
と
、
第
一

泌
尿
器
科
部
長
と
私
が
交
互
に
執
刀
医
と
助
手

を
務
め
、
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
し
た
。以
来
、

当
科
で
は
、
前
立
腺
が
ん
に
続
い
て
、
腎
臓
が

ん
、
膀
胱
が
ん
に
も
積
極
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
を
実
施
し
、
そ
の
症
例
数
は
合
計
６
０
０

例
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
」（
錦
見
医
師
）。

　
ま
た
、泌
尿
器
科
で
は
単
に
症
例
実
績
を
重

ね
る
だ
け
で
な
く
、手
技
の
高
度
化
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。「
膀
胱
が
ん
の
手
術
で
は
、膀

胱
の
摘
出
後
、小
腸
の
一
部
を
切
除
し
尿
管
に

繋
ぐ
な
ど
、尿
の
通
り
道
を
再
建（
尿
路
変
更
）

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
、
腹
腔
内
で

行
う
こ
と
は
技
術
的
に
難
し
く
、ロ
ボ
ッ
ト
で

膀
胱
を
摘
出
し
た
の
ち
に
開
腹
し
て
再
建
を

行
っ
て
い
る
施
設
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。当

科
で
は
積
極
的
に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
活
用
し
て

腹
腔
内
で
再
建
を
行
う
こ
と
で
、
傷
の
縮
小
、

早
期
回
復
に
繋
げ
て
い
ま
す
」と
、
錦
見
医
師

は
話
し
ま
す
。

　
外
科
手
術
は
、
開
腹
か
ら
腹
腔
鏡
、
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
へ
と
進
化
を
続
け
て
い

ま
す
。但
し
、「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
夢
の
機
械
で

は
な
い
」
と
坂
本
医
師
は
言
い
ま
す
。「
手
術

中
に
本
体
を
動
か
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
方
向

を
変
え
る
こ
と
が
難
し
い
、
触
覚
が
無
い
な

ど
、
い
く
つ
か
特
有
の
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。だ
か
ら
こ
そ
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
で
手
術
を

行
う
に
は
か
な
り
の
訓
練
が
必
要
で
、
私
の

場
合
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
の
練
習
も
50
時

間
以
上
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、
技
術
向
上

に
加
え
て
、
手
術
の
安
全
性
を
徹
底
す
る
た

め
に
、
院
内
に
高
難
度
新
規
医
療
技
術
導
入

委
員
会
を
組
織
し
、
そ
こ
で
手
術
の
経
過
を

報
告
・
検
証
し
な
が
ら
、
慎
重
に
実
績
を
重

ね
て
い
ま
す
」。

　
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
傷
が
小
さ
い
た

め
、
低
侵
襲
（
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
）
の

治
療
法
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、
坂
本

医
師
、
錦
見
医
師
は
共
通
し
て
、「
傷
が
小

さ
い
か
ら
低
侵
襲
で
は
な
い
」
と
話
し
ま

す
。坂
本
医
師
は
、「
傷
が
小
さ
い
だ
け
で

な
く
、
出
血
量
、
手
術
時
間
、
そ
し
て
確
実

な
病
巣
除
去
の
す
べ
て
が
重
要
で
す
。そ

れ
ら
を
含
め
て
総
合
的
に
低
侵
襲
な
治
療

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
。錦
見
医
師

も
ま
た
、「
手
術
の
質
、す
な
わ
ち
、治
療
効

果
と
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
初
め
て
、
低

侵
襲
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。特
に
腹
腔

鏡
や
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
術
で
は
出
血
を
手

で
押
さ
え
る
な
ど
が
で
き
な
い
の
で
、
切

除
す
る
際
は
、
特
に
慎
重
に
行
い
ま
す
」と

説
明
し
ま
す
。

　
両
医
師
の
よ
う
に
訓
練
を
受
け
て
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
の
認
定
を
受
け
た
医
師
が
、

泌
尿
器
科
で
は
６
名
、
消
化
器
外
科
で
は

３
名
在
籍
。特
に
泌
尿
器
科
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
執
刀
医
の
う
ち
３
名
が
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー
の
資
格
を
有
し
て

い
ま
す
。

　
医
師
の
技
量
に
加
え
、
手
術
に
関
わ
る

ス
タ
ッ
フ
全
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
に
、
両
科
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
手
術
チ
ー
ム
を
結
成
。執
刀
医
、
助
手
、

麻
酔
科
医
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
か
ら

成
る
チ
ー
ム
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、

常
に
技
術
の
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。「
安

全
な
手
術
は
、
医
師
だ
け
で
は
で
き
ま
せ

ん
。チ
ー
ム
の
取
り
組
み
が
と
て
も
重
要

で
す
し
、
安
全
性
の
担
保
は
ス
タ
ッ
フ
の

努
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

臨
床
工
学
技
士
が
看
護
師
と
同
様
に
、
直

接
介
助
す
る
の
は
、
当
院
な
ら
で
は
の
特

徴
で
す
。機
械
に
精
通
し
た
臨
床
工
学
技

士
が
、
術
中
の
機
械
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
、
安

全
性
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
」

（
錦
見
医
師
）。

　
チ
ー
ム
を
組
ん
で
安
全
な
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
に
取
り
組
む
、
泌
尿
器
科
と
消
化

器
外
科
。最
後
に
、
今
後
の
意
気
込
み
に
つ

い
て
坂
本
医
師
に
聞
き
ま
し
た
。「
高
度
急

性
期
病
院
と
し
て
、
地
域
に
先
駆
け
て
最

先
端
の
医
療
を
提
供
す
る
の
は
当
院
の
責

務
で
す
。ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
つ
い
て

も
、
一
つ
ひ
と
つ
安
全
確
実
に
治
療
し
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
低
侵
襲
手
術
の
恩
恵
を
届

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
執
刀
医
が
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
介
し
て
手

術
を
行
う
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
（
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
手
術
）。
当
院
で
は
、
昨
年
４
月
に
保
険

適
用
が
認
め
ら
れ
た
胃
・
直
腸
手
術
に
関
し

て
、
従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
に
加
え
、
積
極
的

に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
30
年
６
月
の
第
一
症
例
か
ら
今
年
５
月

ま
で
に
、
胃
切
除
術
は
20
例
、
直
腸
切
除
術

は
４
例
を
行
い
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
何

か
。一
般
消
化
器
外
科
部
長
の
坂
本
英
至
医
師

は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。「
腹
部
に
小
さ
な

傷
を
数
カ
所
開
け
て
、
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
モ

ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
操
作
す
る
と
こ
ろ
は
、腹

腔
鏡
手
術
と
同
じ
で
す
。た
だ
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

手
術
の
良
さ
は
、３
Ｄ
の
ク
リ
ア
な
視
野
の
も

と
、
緻
密
に
操
作
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。手
振
れ
も
少
な
く
、
複
雑
な
縫
合
操
作
も

容
易
に
で
き
ま
す
。ま
た
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の

ア
ー
ム
に
は
関
節
が
あ
る
の
で
、周
囲
の
臓
器

を
避
け
な
が
ら
患
部
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
が
で
き
、
他
臓
器
の
負
担
が
減
る
結
果
、
術

後
の
合
併
症
の
軽
減
に
繋
が
り
ま
す
」。

　
が
ん
の
手
術
で
は
、
が
ん
細
胞
を
確
実
に

除
去
し
長
期
予
後
を
良
く
す
る
こ
と
と
、
術

後
の
合
併
症
を
減
ら
す
こ
と
の
両
方
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
が
ん
の
病
巣
付
近
を
広
く

切
除
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
他
の
臓

器
へ
の
影
響
も
大
き
く
合
併
症
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
で

は
精
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
合
併
症
を
少
な

く
で
き
る
の
で
、
そ
の
分
思
い
切
っ
た
切
除

が
可
能
に
な
り
ま
す
」（
坂
本
医
師
）。

　
そ
も
そ
も
当
院
が
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
導

入
し
た
の
は
、
平
成
25
年
。初
症
例
は
、
保
険
適

用
が
最
初
に
認
め
ら
れ
た
前
立
腺
が
ん
の
全
摘

出
手
術
で
し
た
。当
初
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
に
関
わ
っ
て
き
た
の
が
、
第
二
泌
尿
器
科
部

長
の
錦
見
俊
徳
医
師
で
す
。「
最
初
の
頃
は
、
外

令和元年5月27日㈪、当院幹部をはじめ関係職員・工事関
係者参加のもと、「日赤愛知災害管理センター棟」の起工
式が執り行われました。
日赤愛知災害管理センター棟は、この地域で危惧されてい
る南海トラフ巨大地震などの際に、地域の災害医療拠点と
することを目的とした施設です。建築場所は病院南側の駐
車場で、地上４階の免震構造と、自家発電や給水設備、会
議室や仮眠室などを備えています。ここでは医療行為は行
わず、災害時に県内全域における災害医療マネジメント機
能を担います。当院は、愛知県の地域中核災害拠点病院
に指定されており、大規模災害時には赤十字救護班や
DMATといった多数の医療チームの受け入れなどが想定
されます。全国から集まった医療チームは、ここを一時的な
待機場所として被災情報の収集をしつつ、他の病院や避
難所などへ適宜派遣されます。その際、病院の診療機能を
損なわず、かつ災害医療チームの活動拠点本部としての
機能を十分に保持・発揮するためには、通常の診療機能
から独立した棟が必要と判断し、災害派遣に特化した新
棟整備を進めるに至りました。
起工式後の6月からは本格的に工事が開始されており、令
和２年6月末に竣工、7月から稼働する見込みです。平時
は、医療従事者の教育・研修や、地域の皆さまに向けて防
災・減災などの情報発信を行っていく施設としての活用を
予定しています。

受動喫煙対策を強化する改正健康増進法が施行され、令
和元年7月1日より全国の病院や学校、児童福祉施設、行政
機関の敷地内が原則禁煙となりました。
受動喫煙とは、喫煙による呼出煙（喫煙者が吐き出した煙）
や副流煙（たばこの先端から出る煙）に含まれる有害物質
を、自分の意思とは関係なく吸い込んでしまうことです。直
接煙にさらされなくても、喫煙後の呼気や衣服・髪の毛、た
ばこの煙がしみ込んだ部屋の壁・カーテンなどからは有害
物質が放出されており、それらからたばこ臭を感じた時に
は、すでに有害物質を体内に吸い込んでいる状態（三次
喫煙・残留受動喫煙）となります。
改正法では、二十歳未満や病気を抱える人、妊婦など、受
動喫煙の影響が大きい人が利用する施設類型に対し、原
則として敷地内禁煙とするよう規定し、悪質な違反者には

日赤愛知災害管理センター棟の増築工事開始に伴
い、令和元年6月より、第２駐車場の南側入口を一部
閉鎖しています。ご入庫の際は、大通り側入口よりお
願いいたします。また、ご入庫の際の混雑も予想さ
れますので、お時間に余裕を持った来院、もしくは公
共交通機関での来院をお願いいたします。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力のほどお
願い申し上げます。

罰則が課せられます。これにより、望まない受動喫煙を防止
するための取り組みは、マナーからルールへと変わりました。
これを受け、当院では職員の就業時間内禁煙をすすめて
います。また当院は、屋内外、駐車場を含む敷地内全面禁
煙です。改めまして、禁煙にご協力をお願い申し上げます。

日赤愛知災害管理センター棟 着工
当院では、最新鋭のダヴィンチXi手術システム
（平成29年3月、株式会社パロマ様より寄贈）を配置。
泌尿器科に続いて、消化器外科においても、
胃や直腸の切除術の症例を重ねています。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の

チ
ー
ム
を
結
成
し
、さ
ら
に

手
術
の
安
全
性
を
追
求
。

傷
が
小
さ
い
だ
け
で
な
く
、

手
術
の
質
を
高
め
て
こ
そ

低
侵
襲
と
言
え
る
。

災害救護

7月1日、健康増進法一部改定。禁煙にご協力をお願いします。ご来院の皆さまへ

平
成
25
年
か
ら
導
入
。

泌
尿
器
科
で
は

６
０
０
症
例
以
上
の
実
績
。

一般消化器外科部長
坂本 英至

第二泌尿器科部長
錦見 俊徳

名古屋第二赤十字病院  地域医療連携課　TEL.052-832-1121本誌に対するお問い合わせ先

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
た

胃
・
直
腸
の
切
除
術
を
実
施
。

駐車場について

令和元年
7月1日施行 改正健康増進法による規制

当院は
敷地内全面禁煙（駐車場を含む）です。
周辺道路での喫煙もご遠慮ください。
入院中、外来受診、面会などの際、禁煙に
ご協力をお願いいたします。

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
TEL 052-832-1121

安心・安全を第一に
ロボット支援手術を行い、
地域に最先端の医療を届ける。
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部
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー
（
手

術
指
導
医
）を
招
き
、
そ
の
指
導
の
も
と
、
第
一

泌
尿
器
科
部
長
と
私
が
交
互
に
執
刀
医
と
助
手

を
務
め
、
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
し
た
。以
来
、

当
科
で
は
、
前
立
腺
が
ん
に
続
い
て
、
腎
臓
が

ん
、
膀
胱
が
ん
に
も
積
極
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
を
実
施
し
、
そ
の
症
例
数
は
合
計
６
０
０

例
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
」（
錦
見
医
師
）。

　
ま
た
、泌
尿
器
科
で
は
単
に
症
例
実
績
を
重

ね
る
だ
け
で
な
く
、手
技
の
高
度
化
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。「
膀
胱
が
ん
の
手
術
で
は
、膀

胱
の
摘
出
後
、小
腸
の
一
部
を
切
除
し
尿
管
に

繋
ぐ
な
ど
、尿
の
通
り
道
を
再
建（
尿
路
変
更
）

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
、
腹
腔
内
で

行
う
こ
と
は
技
術
的
に
難
し
く
、ロ
ボ
ッ
ト
で

膀
胱
を
摘
出
し
た
の
ち
に
開
腹
し
て
再
建
を

行
っ
て
い
る
施
設
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。当

科
で
は
積
極
的
に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
活
用
し
て

腹
腔
内
で
再
建
を
行
う
こ
と
で
、
傷
の
縮
小
、

早
期
回
復
に
繋
げ
て
い
ま
す
」と
、
錦
見
医
師

は
話
し
ま
す
。

　
外
科
手
術
は
、
開
腹
か
ら
腹
腔
鏡
、
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
へ
と
進
化
を
続
け
て
い

ま
す
。但
し
、「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
夢
の
機
械
で

は
な
い
」
と
坂
本
医
師
は
言
い
ま
す
。「
手
術

中
に
本
体
を
動
か
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
方
向

を
変
え
る
こ
と
が
難
し
い
、
触
覚
が
無
い
な

ど
、
い
く
つ
か
特
有
の
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。だ
か
ら
こ
そ
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
で
手
術
を

行
う
に
は
か
な
り
の
訓
練
が
必
要
で
、
私
の

場
合
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
の
練
習
も
50
時

間
以
上
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、
技
術
向
上

に
加
え
て
、
手
術
の
安
全
性
を
徹
底
す
る
た

め
に
、
院
内
に
高
難
度
新
規
医
療
技
術
導
入

委
員
会
を
組
織
し
、
そ
こ
で
手
術
の
経
過
を

報
告
・
検
証
し
な
が
ら
、
慎
重
に
実
績
を
重

ね
て
い
ま
す
」。

　
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
傷
が
小
さ
い
た

め
、
低
侵
襲
（
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
）
の

治
療
法
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、
坂
本

医
師
、
錦
見
医
師
は
共
通
し
て
、「
傷
が
小

さ
い
か
ら
低
侵
襲
で
は
な
い
」
と
話
し
ま

す
。坂
本
医
師
は
、「
傷
が
小
さ
い
だ
け
で

な
く
、
出
血
量
、
手
術
時
間
、
そ
し
て
確
実

な
病
巣
除
去
の
す
べ
て
が
重
要
で
す
。そ

れ
ら
を
含
め
て
総
合
的
に
低
侵
襲
な
治
療

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
。錦
見
医
師

も
ま
た
、「
手
術
の
質
、す
な
わ
ち
、治
療
効

果
と
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
初
め
て
、
低

侵
襲
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。特
に
腹
腔

鏡
や
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
術
で
は
出
血
を
手

で
押
さ
え
る
な
ど
が
で
き
な
い
の
で
、
切

除
す
る
際
は
、
特
に
慎
重
に
行
い
ま
す
」と

説
明
し
ま
す
。

　
両
医
師
の
よ
う
に
訓
練
を
受
け
て
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
の
認
定
を
受
け
た
医
師
が
、

泌
尿
器
科
で
は
６
名
、
消
化
器
外
科
で
は

３
名
在
籍
。特
に
泌
尿
器
科
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
執
刀
医
の
う
ち
３
名
が
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー
の
資
格
を
有
し
て

い
ま
す
。

　
医
師
の
技
量
に
加
え
、
手
術
に
関
わ
る

ス
タ
ッ
フ
全
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
に
、
両
科
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
手
術
チ
ー
ム
を
結
成
。執
刀
医
、
助
手
、

麻
酔
科
医
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
か
ら

成
る
チ
ー
ム
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、

常
に
技
術
の
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。「
安

全
な
手
術
は
、
医
師
だ
け
で
は
で
き
ま
せ

ん
。チ
ー
ム
の
取
り
組
み
が
と
て
も
重
要

で
す
し
、
安
全
性
の
担
保
は
ス
タ
ッ
フ
の

努
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

臨
床
工
学
技
士
が
看
護
師
と
同
様
に
、
直

接
介
助
す
る
の
は
、
当
院
な
ら
で
は
の
特

徴
で
す
。機
械
に
精
通
し
た
臨
床
工
学
技

士
が
、
術
中
の
機
械
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
、
安

全
性
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
」

（
錦
見
医
師
）。

　
チ
ー
ム
を
組
ん
で
安
全
な
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
に
取
り
組
む
、
泌
尿
器
科
と
消
化

器
外
科
。最
後
に
、
今
後
の
意
気
込
み
に
つ

い
て
坂
本
医
師
に
聞
き
ま
し
た
。「
高
度
急

性
期
病
院
と
し
て
、
地
域
に
先
駆
け
て
最

先
端
の
医
療
を
提
供
す
る
の
は
当
院
の
責

務
で
す
。ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
つ
い
て

も
、
一
つ
ひ
と
つ
安
全
確
実
に
治
療
し
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
低
侵
襲
手
術
の
恩
恵
を
届

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
執
刀
医
が
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
介
し
て
手

術
を
行
う
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
（
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
手
術
）。
当
院
で
は
、
昨
年
４
月
に
保
険

適
用
が
認
め
ら
れ
た
胃
・
直
腸
手
術
に
関
し

て
、
従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
に
加
え
、
積
極
的

に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
30
年
６
月
の
第
一
症
例
か
ら
今
年
５
月

ま
で
に
、
胃
切
除
術
は
20
例
、
直
腸
切
除
術

は
４
例
を
行
い
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
何

か
。一
般
消
化
器
外
科
部
長
の
坂
本
英
至
医
師

は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。「
腹
部
に
小
さ
な

傷
を
数
カ
所
開
け
て
、
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
モ

ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
操
作
す
る
と
こ
ろ
は
、腹

腔
鏡
手
術
と
同
じ
で
す
。た
だ
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

手
術
の
良
さ
は
、３
Ｄ
の
ク
リ
ア
な
視
野
の
も

と
、
緻
密
に
操
作
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。手
振
れ
も
少
な
く
、
複
雑
な
縫
合
操
作
も

容
易
に
で
き
ま
す
。ま
た
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の

ア
ー
ム
に
は
関
節
が
あ
る
の
で
、周
囲
の
臓
器

を
避
け
な
が
ら
患
部
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
が
で
き
、
他
臓
器
の
負
担
が
減
る
結
果
、
術

後
の
合
併
症
の
軽
減
に
繋
が
り
ま
す
」。

　
が
ん
の
手
術
で
は
、
が
ん
細
胞
を
確
実
に

除
去
し
長
期
予
後
を
良
く
す
る
こ
と
と
、
術

後
の
合
併
症
を
減
ら
す
こ
と
の
両
方
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
が
ん
の
病
巣
付
近
を
広
く

切
除
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
他
の
臓

器
へ
の
影
響
も
大
き
く
合
併
症
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
で

は
精
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
合
併
症
を
少
な

く
で
き
る
の
で
、
そ
の
分
思
い
切
っ
た
切
除

が
可
能
に
な
り
ま
す
」（
坂
本
医
師
）。

　
そ
も
そ
も
当
院
が
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
導

入
し
た
の
は
、
平
成
25
年
。初
症
例
は
、
保
険
適

用
が
最
初
に
認
め
ら
れ
た
前
立
腺
が
ん
の
全
摘

出
手
術
で
し
た
。当
初
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
に
関
わ
っ
て
き
た
の
が
、
第
二
泌
尿
器
科
部

長
の
錦
見
俊
徳
医
師
で
す
。「
最
初
の
頃
は
、
外

令和元年5月27日㈪、当院幹部をはじめ関係職員・工事関
係者参加のもと、「日赤愛知災害管理センター棟」の起工
式が執り行われました。
日赤愛知災害管理センター棟は、この地域で危惧されてい
る南海トラフ巨大地震などの際に、地域の災害医療拠点と
することを目的とした施設です。建築場所は病院南側の駐
車場で、地上４階の免震構造と、自家発電や給水設備、会
議室や仮眠室などを備えています。ここでは医療行為は行
わず、災害時に県内全域における災害医療マネジメント機
能を担います。当院は、愛知県の地域中核災害拠点病院
に指定されており、大規模災害時には赤十字救護班や
DMATといった多数の医療チームの受け入れなどが想定
されます。全国から集まった医療チームは、ここを一時的な
待機場所として被災情報の収集をしつつ、他の病院や避
難所などへ適宜派遣されます。その際、病院の診療機能を
損なわず、かつ災害医療チームの活動拠点本部としての
機能を十分に保持・発揮するためには、通常の診療機能
から独立した棟が必要と判断し、災害派遣に特化した新
棟整備を進めるに至りました。
起工式後の6月からは本格的に工事が開始されており、令
和２年6月末に竣工、7月から稼働する見込みです。平時
は、医療従事者の教育・研修や、地域の皆さまに向けて防
災・減災などの情報発信を行っていく施設としての活用を
予定しています。

受動喫煙対策を強化する改正健康増進法が施行され、令
和元年7月1日より全国の病院や学校、児童福祉施設、行政
機関の敷地内が原則禁煙となりました。
受動喫煙とは、喫煙による呼出煙（喫煙者が吐き出した煙）
や副流煙（たばこの先端から出る煙）に含まれる有害物質
を、自分の意思とは関係なく吸い込んでしまうことです。直
接煙にさらされなくても、喫煙後の呼気や衣服・髪の毛、た
ばこの煙がしみ込んだ部屋の壁・カーテンなどからは有害
物質が放出されており、それらからたばこ臭を感じた時に
は、すでに有害物質を体内に吸い込んでいる状態（三次
喫煙・残留受動喫煙）となります。
改正法では、二十歳未満や病気を抱える人、妊婦など、受
動喫煙の影響が大きい人が利用する施設類型に対し、原
則として敷地内禁煙とするよう規定し、悪質な違反者には

日赤愛知災害管理センター棟の増築工事開始に伴
い、令和元年6月より、第２駐車場の南側入口を一部
閉鎖しています。ご入庫の際は、大通り側入口よりお
願いいたします。また、ご入庫の際の混雑も予想さ
れますので、お時間に余裕を持った来院、もしくは公
共交通機関での来院をお願いいたします。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力のほどお
願い申し上げます。

罰則が課せられます。これにより、望まない受動喫煙を防止
するための取り組みは、マナーからルールへと変わりました。
これを受け、当院では職員の就業時間内禁煙をすすめて
います。また当院は、屋内外、駐車場を含む敷地内全面禁
煙です。改めまして、禁煙にご協力をお願い申し上げます。

日赤愛知災害管理センター棟 着工
当院では、最新鋭のダヴィンチXi手術システム
（平成29年3月、株式会社パロマ様より寄贈）を配置。
泌尿器科に続いて、消化器外科においても、
胃や直腸の切除術の症例を重ねています。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の

チ
ー
ム
を
結
成
し
、さ
ら
に

手
術
の
安
全
性
を
追
求
。

傷
が
小
さ
い
だ
け
で
な
く
、

手
術
の
質
を
高
め
て
こ
そ

低
侵
襲
と
言
え
る
。

災害救護

7月1日、健康増進法一部改定。禁煙にご協力をお願いします。ご来院の皆さまへ

平
成
25
年
か
ら
導
入
。

泌
尿
器
科
で
は

６
０
０
症
例
以
上
の
実
績
。

一般消化器外科部長
坂本 英至

第二泌尿器科部長
錦見 俊徳

名古屋第二赤十字病院  地域医療連携課　TEL.052-832-1121本誌に対するお問い合わせ先

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
た

胃
・
直
腸
の
切
除
術
を
実
施
。

駐車場について

令和元年
7月1日施行 改正健康増進法による規制

当院は
敷地内全面禁煙（駐車場を含む）です。
周辺道路での喫煙もご遠慮ください。
入院中、外来受診、面会などの際、禁煙に
ご協力をお願いいたします。

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
TEL 052-832-1121

安心・安全を第一に
ロボット支援手術を行い、
地域に最先端の医療を届ける。
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部
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー
（
手

術
指
導
医
）を
招
き
、
そ
の
指
導
の
も
と
、
第
一

泌
尿
器
科
部
長
と
私
が
交
互
に
執
刀
医
と
助
手

を
務
め
、
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
し
た
。以
来
、

当
科
で
は
、
前
立
腺
が
ん
に
続
い
て
、
腎
臓
が

ん
、
膀
胱
が
ん
に
も
積
極
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
を
実
施
し
、
そ
の
症
例
数
は
合
計
６
０
０

例
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
」（
錦
見
医
師
）。

　
ま
た
、泌
尿
器
科
で
は
単
に
症
例
実
績
を
重

ね
る
だ
け
で
な
く
、手
技
の
高
度
化
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。「
膀
胱
が
ん
の
手
術
で
は
、膀

胱
の
摘
出
後
、小
腸
の
一
部
を
切
除
し
尿
管
に

繋
ぐ
な
ど
、尿
の
通
り
道
を
再
建（
尿
路
変
更
）

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
、
腹
腔
内
で

行
う
こ
と
は
技
術
的
に
難
し
く
、ロ
ボ
ッ
ト
で

膀
胱
を
摘
出
し
た
の
ち
に
開
腹
し
て
再
建
を

行
っ
て
い
る
施
設
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。当

科
で
は
積
極
的
に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
活
用
し
て

腹
腔
内
で
再
建
を
行
う
こ
と
で
、
傷
の
縮
小
、

早
期
回
復
に
繋
げ
て
い
ま
す
」と
、
錦
見
医
師

は
話
し
ま
す
。

　
外
科
手
術
は
、
開
腹
か
ら
腹
腔
鏡
、
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
へ
と
進
化
を
続
け
て
い

ま
す
。但
し
、「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
夢
の
機
械
で

は
な
い
」
と
坂
本
医
師
は
言
い
ま
す
。「
手
術

中
に
本
体
を
動
か
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
方
向

を
変
え
る
こ
と
が
難
し
い
、
触
覚
が
無
い
な

ど
、
い
く
つ
か
特
有
の
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。だ
か
ら
こ
そ
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
で
手
術
を

行
う
に
は
か
な
り
の
訓
練
が
必
要
で
、
私
の

場
合
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
の
練
習
も
50
時

間
以
上
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、
技
術
向
上

に
加
え
て
、
手
術
の
安
全
性
を
徹
底
す
る
た

め
に
、
院
内
に
高
難
度
新
規
医
療
技
術
導
入

委
員
会
を
組
織
し
、
そ
こ
で
手
術
の
経
過
を

報
告
・
検
証
し
な
が
ら
、
慎
重
に
実
績
を
重

ね
て
い
ま
す
」。

　
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
傷
が
小
さ
い
た

め
、
低
侵
襲
（
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
）
の

治
療
法
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、
坂
本

医
師
、
錦
見
医
師
は
共
通
し
て
、「
傷
が
小

さ
い
か
ら
低
侵
襲
で
は
な
い
」
と
話
し
ま

す
。坂
本
医
師
は
、「
傷
が
小
さ
い
だ
け
で

な
く
、
出
血
量
、
手
術
時
間
、
そ
し
て
確
実

な
病
巣
除
去
の
す
べ
て
が
重
要
で
す
。そ

れ
ら
を
含
め
て
総
合
的
に
低
侵
襲
な
治
療

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
。錦
見
医
師

も
ま
た
、「
手
術
の
質
、す
な
わ
ち
、治
療
効

果
と
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
初
め
て
、
低

侵
襲
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。特
に
腹
腔

鏡
や
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
術
で
は
出
血
を
手

で
押
さ
え
る
な
ど
が
で
き
な
い
の
で
、
切

除
す
る
際
は
、
特
に
慎
重
に
行
い
ま
す
」と

説
明
し
ま
す
。

　
両
医
師
の
よ
う
に
訓
練
を
受
け
て
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
の
認
定
を
受
け
た
医
師
が
、

泌
尿
器
科
で
は
６
名
、
消
化
器
外
科
で
は

３
名
在
籍
。特
に
泌
尿
器
科
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
執
刀
医
の
う
ち
３
名
が
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー
の
資
格
を
有
し
て

い
ま
す
。

　
医
師
の
技
量
に
加
え
、
手
術
に
関
わ
る

ス
タ
ッ
フ
全
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
に
、
両
科
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
手
術
チ
ー
ム
を
結
成
。執
刀
医
、
助
手
、

麻
酔
科
医
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
か
ら

成
る
チ
ー
ム
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、

常
に
技
術
の
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。「
安

全
な
手
術
は
、
医
師
だ
け
で
は
で
き
ま
せ

ん
。チ
ー
ム
の
取
り
組
み
が
と
て
も
重
要

で
す
し
、
安
全
性
の
担
保
は
ス
タ
ッ
フ
の

努
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

臨
床
工
学
技
士
が
看
護
師
と
同
様
に
、
直

接
介
助
す
る
の
は
、
当
院
な
ら
で
は
の
特

徴
で
す
。機
械
に
精
通
し
た
臨
床
工
学
技

士
が
、
術
中
の
機
械
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
、
安

全
性
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
」

（
錦
見
医
師
）。

　
チ
ー
ム
を
組
ん
で
安
全
な
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
に
取
り
組
む
、
泌
尿
器
科
と
消
化

器
外
科
。最
後
に
、
今
後
の
意
気
込
み
に
つ

い
て
坂
本
医
師
に
聞
き
ま
し
た
。「
高
度
急

性
期
病
院
と
し
て
、
地
域
に
先
駆
け
て
最

先
端
の
医
療
を
提
供
す
る
の
は
当
院
の
責

務
で
す
。ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
つ
い
て

も
、
一
つ
ひ
と
つ
安
全
確
実
に
治
療
し
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
低
侵
襲
手
術
の
恩
恵
を
届

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
執
刀
医
が
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
介
し
て
手

術
を
行
う
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
（
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
手
術
）。
当
院
で
は
、
昨
年
４
月
に
保
険

適
用
が
認
め
ら
れ
た
胃
・
直
腸
手
術
に
関
し

て
、
従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
に
加
え
、
積
極
的

に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
30
年
６
月
の
第
一
症
例
か
ら
今
年
５
月

ま
で
に
、
胃
切
除
術
は
20
例
、
直
腸
切
除
術

は
４
例
を
行
い
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
何

か
。一
般
消
化
器
外
科
部
長
の
坂
本
英
至
医
師

は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。「
腹
部
に
小
さ
な

傷
を
数
カ
所
開
け
て
、
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
モ

ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
操
作
す
る
と
こ
ろ
は
、腹

腔
鏡
手
術
と
同
じ
で
す
。た
だ
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

手
術
の
良
さ
は
、３
Ｄ
の
ク
リ
ア
な
視
野
の
も

と
、
緻
密
に
操
作
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。手
振
れ
も
少
な
く
、
複
雑
な
縫
合
操
作
も

容
易
に
で
き
ま
す
。ま
た
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の

ア
ー
ム
に
は
関
節
が
あ
る
の
で
、周
囲
の
臓
器

を
避
け
な
が
ら
患
部
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
が
で
き
、
他
臓
器
の
負
担
が
減
る
結
果
、
術

後
の
合
併
症
の
軽
減
に
繋
が
り
ま
す
」。

　
が
ん
の
手
術
で
は
、
が
ん
細
胞
を
確
実
に

除
去
し
長
期
予
後
を
良
く
す
る
こ
と
と
、
術

後
の
合
併
症
を
減
ら
す
こ
と
の
両
方
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
が
ん
の
病
巣
付
近
を
広
く

切
除
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
他
の
臓

器
へ
の
影
響
も
大
き
く
合
併
症
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
で

は
精
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
合
併
症
を
少
な

く
で
き
る
の
で
、
そ
の
分
思
い
切
っ
た
切
除

が
可
能
に
な
り
ま
す
」（
坂
本
医
師
）。

　
そ
も
そ
も
当
院
が
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
導

入
し
た
の
は
、
平
成
25
年
。初
症
例
は
、
保
険
適

用
が
最
初
に
認
め
ら
れ
た
前
立
腺
が
ん
の
全
摘

出
手
術
で
し
た
。当
初
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
に
関
わ
っ
て
き
た
の
が
、
第
二
泌
尿
器
科
部

長
の
錦
見
俊
徳
医
師
で
す
。「
最
初
の
頃
は
、
外

令和元年5月27日㈪、当院幹部をはじめ関係職員・工事関
係者参加のもと、「日赤愛知災害管理センター棟」の起工
式が執り行われました。
日赤愛知災害管理センター棟は、この地域で危惧されてい
る南海トラフ巨大地震などの際に、地域の災害医療拠点と
することを目的とした施設です。建築場所は病院南側の駐
車場で、地上４階の免震構造と、自家発電や給水設備、会
議室や仮眠室などを備えています。ここでは医療行為は行
わず、災害時に県内全域における災害医療マネジメント機
能を担います。当院は、愛知県の地域中核災害拠点病院
に指定されており、大規模災害時には赤十字救護班や
DMATといった多数の医療チームの受け入れなどが想定
されます。全国から集まった医療チームは、ここを一時的な
待機場所として被災情報の収集をしつつ、他の病院や避
難所などへ適宜派遣されます。その際、病院の診療機能を
損なわず、かつ災害医療チームの活動拠点本部としての
機能を十分に保持・発揮するためには、通常の診療機能
から独立した棟が必要と判断し、災害派遣に特化した新
棟整備を進めるに至りました。
起工式後の6月からは本格的に工事が開始されており、令
和２年6月末に竣工、7月から稼働する見込みです。平時
は、医療従事者の教育・研修や、地域の皆さまに向けて防
災・減災などの情報発信を行っていく施設としての活用を
予定しています。

受動喫煙対策を強化する改正健康増進法が施行され、令
和元年7月1日より全国の病院や学校、児童福祉施設、行政
機関の敷地内が原則禁煙となりました。
受動喫煙とは、喫煙による呼出煙（喫煙者が吐き出した煙）
や副流煙（たばこの先端から出る煙）に含まれる有害物質
を、自分の意思とは関係なく吸い込んでしまうことです。直
接煙にさらされなくても、喫煙後の呼気や衣服・髪の毛、た
ばこの煙がしみ込んだ部屋の壁・カーテンなどからは有害
物質が放出されており、それらからたばこ臭を感じた時に
は、すでに有害物質を体内に吸い込んでいる状態（三次
喫煙・残留受動喫煙）となります。
改正法では、二十歳未満や病気を抱える人、妊婦など、受
動喫煙の影響が大きい人が利用する施設類型に対し、原
則として敷地内禁煙とするよう規定し、悪質な違反者には

日赤愛知災害管理センター棟の増築工事開始に伴
い、令和元年6月より、第２駐車場の南側入口を一部
閉鎖しています。ご入庫の際は、大通り側入口よりお
願いいたします。また、ご入庫の際の混雑も予想さ
れますので、お時間に余裕を持った来院、もしくは公
共交通機関での来院をお願いいたします。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力のほどお
願い申し上げます。

罰則が課せられます。これにより、望まない受動喫煙を防止
するための取り組みは、マナーからルールへと変わりました。
これを受け、当院では職員の就業時間内禁煙をすすめて
います。また当院は、屋内外、駐車場を含む敷地内全面禁
煙です。改めまして、禁煙にご協力をお願い申し上げます。

日赤愛知災害管理センター棟 着工
当院では、最新鋭のダヴィンチXi手術システム
（平成29年3月、株式会社パロマ様より寄贈）を配置。
泌尿器科に続いて、消化器外科においても、
胃や直腸の切除術の症例を重ねています。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の

チ
ー
ム
を
結
成
し
、さ
ら
に

手
術
の
安
全
性
を
追
求
。

傷
が
小
さ
い
だ
け
で
な
く
、

手
術
の
質
を
高
め
て
こ
そ

低
侵
襲
と
言
え
る
。

災害救護

7月1日、健康増進法一部改定。禁煙にご協力をお願いします。ご来院の皆さまへ

平
成
25
年
か
ら
導
入
。

泌
尿
器
科
で
は

６
０
０
症
例
以
上
の
実
績
。

一般消化器外科部長
坂本 英至

第二泌尿器科部長
錦見 俊徳

名古屋第二赤十字病院  地域医療連携課　TEL.052-832-1121本誌に対するお問い合わせ先

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
た

胃
・
直
腸
の
切
除
術
を
実
施
。

駐車場について

令和元年
7月1日施行 改正健康増進法による規制

当院は
敷地内全面禁煙（駐車場を含む）です。
周辺道路での喫煙もご遠慮ください。
入院中、外来受診、面会などの際、禁煙に
ご協力をお願いいたします。

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
TEL 052-832-1121

安心・安全を第一に
ロボット支援手術を行い、
地域に最先端の医療を届ける。
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プラス α 熱中症の症状プラス α 熱中症は プラス α 予防が大事プラス α 個々の危険度

令和元年5月25日㈯、
当院にて緩和ケア研
修会を開催しました。
緩和ケア研修会は、
国のがん対策推進基
本計画において制定
されている「がん等の診療に携わる医師等に対する
緩和ケア研修会の開催指針」に基づき医療従事者を
対象に開催されているもので、修了者には、厚生労働
省健康局長の修了証が授与されます。当院のような
地域がん診療連携拠点病院においては、研修会を主
催することに加え、全医師が研修会を受講すべきとさ
れており、当院の研修医を含む医師、地域の医療職
の方々にお越しいただいての開催となりました。
研修会の目的は、基本的な緩和ケアの習得とともに、
解決が難しい問題に対して、専門チームなどに適切な
相談ができるようにすることなどが挙げられます。緩和
ケアというと、がん診療の場を主としたイメージです
が、がん診療以外でも、身体的・精神心理的・社会的
苦痛など、多岐にわたる場面でさまざまな苦痛を緩和
できるよう、患者さんに対し全人的なケアをすることが
必要です。当日は、当院の医師・看護師・臨床心理士・
理学療法士・薬剤師・MSWに加え、地域のクリニック
の医師など多職種・多人数が講師やファシリテーター

を務め、講義形式の研修と、
患者さんからの相談や告知
などのロールプレイ、症例検
討と地域連携についてのグ
ループワークなどを１日かけ
て行いました。

医療従事者の知識・技術の向上は、患者さんへの診
療・ケアの質に直結します。当院ではこれからも、地域
の皆さまのため医療の質の向上に努めていきます。

　当院では、平成28年１月５
日に「性暴力救援センター日
赤なごや　なごみ」（以下、な
ごみ）を開設し、性暴力被害
者の総合的な支援を続けて
きました。令和元年５月末まで
の電話相談延件数は4,171
件、来所延件数は1,055件に
のぼります。
　そうした相談に対し、なご
みでは現在、アドボケーター（専門的な研修を受けた支援
員）17名と性暴力被害者支援看護師46名、医療ソーシャル
ワーカー（MSW）1名が中心となり、24時間体制で性暴力
に関する相談への対応、支援を行っています。そして、必要
な場合には、院内の各科医師をはじめ多職種、外部協力
者である県や市、警察・検察、弁護士、児童相談所、医療・
福祉機関、地域の民間支援団体など多機関多職種が連
携し、それぞれの性暴力被害者に最適な医療・心理的・法
的・生活支援の提供をめざしています。

　なごみのホットラインには、被害者本人はもちろん、被害者
から相談を受けた警察、ご家族など、さまざまな方から相談が
あります。被害直後のケースも、被害から数年後のケースもあ
ります。電話を受けた専門スタッフは、まず緊急度の確認を行
い、身体的・精神的両面から、迅速な対応が必要な場合に
は、早期の来所を促します。特に被害直後では、緊急避妊ピ
ルを72時間以内に投与する必要があるため、夜間でも即時
の来所を求めます。来所後は常駐の性暴力被害者支援看
護師が面談を実施。被害状況や不安・疑問を聞き取り、なご
みでできる支援内容、外部機関での支援内容といった情報を
丁寧に説明します。そして、同意の下支援を行います。外部
機関への連携はMSWがコーディネートし、適切に繋ぎ、継続
的に性暴力被害者を支える環境を整備していきます。

　現在、性暴力被害者に対するワンストップ支援センター（総
合的な支援を１カ所で調整する施設）は全国に50カ所程度
あり、そのなかで病院拠点型は12カ所、当院のように24時間
体制を敷いている病院は４カ所です。
　性暴力被害では、身体的・心理的・法的そして日常生活に
対する複合的な問題が生じ、１つの機関だけで支援を完結
できません。但し、前述のように、被害直後の身体的な支援は
時間との戦いになり、性暴力被害の約半数が夜間に発生す
るという実態もあります。そのため、当院のような24時間専門
職が常駐し、緊急医療支援を提供できる施設がワンストップ
支援センターの役割を担うことで、より多くの性暴力被害者の
救援に繋がると考えています。

　性暴力被害では、罪悪
感や羞恥心、加害者への
恐怖心などから、泣き寝
入りをしてしまう被害者も
多いです。そうした方々を
１人でも多く救援するた
めには、性暴力や支援に
対する正しい理解を広げ
ていくことが重要です。そのため、なごみでは、地域での講演
活動や全国での講演を継続的に実施しています。今後もそ
うした活動や、支援機能の強化を進め、性暴力支援に対す
る救援の輪が拡大し、性暴力に悩む人を減らすことができる
よう活動していきます。

平成31年3月、当院は「愛知県健康経営推進企業」
に登録されました。これは、従業員の健康を重要な
経営資源ととらえ、従業員の健康保持・増進をめざ
す「健康経営」の普及促進を図るため、積極的に健
康経営に取り組む企業・団体を登録するという、愛
知県による取り組みの一つです。登録された企業・
団体は「あいち健康経営ネット」に掲載され広く公
表されます。当院では、患者さんへの安全かつ質の
高い医療を提供するためには職員の一人ひとりが
心身ともに健康で活き活きと働くことが必要と考え、
十数年にわたり、健康診断の徹底・指導、ストレス
チェック、適切な働き方改革、スポーツ機会の提供な
ど、職場環境の整備を積極的に行ってきました。こ
れらの取り組みが認められ、今回の登録に至りまし
た。現在も、院長による「健康経営宣言」のもと、職
員自らが健康増進を意識できるよう、多岐にわたり
改善を継続しています。当院では今後も、患者さん
へより良い医療を提供するため、多角的な取り組み
を行っていきます。

平成31年2月25日、当院の山室 理第一産婦人科部長
が、平成30年度公衆衛生事業功労者の一般財団法
人日本公衆衛生協会長表彰を受賞しました。この賞
は、疾病の予防、保健指導、衛生指導、衛生教育等の
公衆衛生業務に関する顕著な功績を称えるもので
す。山室部長は、永年にわたり名古屋市の子宮がん
検診精度管理委員を担っており、全国的にも高い名
古屋市の子宮がん検診受診率に貢献してきたことな
どが認められ、今回の受賞に至りました。

体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温や体液の調整機能が破綻することが原因で起こります。 めまいや頭痛、吐き気、意識障害など、重症度はさまざまで命の危険にも繋がります。

　当科では、主にかかりつけ医の先
生からご紹介をいただいた認知症
疑いの患者さんに対し、検査・診断
と、初期治療を行っています。また、
検査の結果、正常圧水頭症、慢性
硬膜下血腫など専門的な治療が必
要な場合には、脳神経外科と連携
し、迅速な治療に繋げています。
　認知症に対する診療技術は日進
月歩で進化を続けています。当科で
は、新しい診断技術である髄液検

査や、最新の認知症治療薬など、先
進的な診療を積極的に取り入れる
とともに、他施設と連携して、認知症
診断に対するPET-CTの活用な
ど、さらなる最先端の診療技術獲得
に向け、研究開発を進めています。

　認知症の治療においては、周囲
の理解と協力が不可欠です。認知
症患者さんに対して不適切な対応
をすることで、症状が悪化する場合
もあります。当院では、職員や地域
の認知症対応力向上に向けて、院
内に3Dサポートチームを設立し活
動を続けています。また、当科として

子どもや高齢者、体調不良の方など体温調節機能が低い方々は、特に注意が必要です。 水分補給や空調での体調管理はもちろん、暑さ指数などを参考にして無理な外出は控えましょう。

も、地域向けの講演会や、かかりつ
け医の先生との勉強会など、さまざ
まな活動を続けています。
　認知症は、本人およびご家族の
生活に大きな影響を与えます。でき
るだけ早く治療が開始できるよう、ご
家族や周りの方を気にかけていた
だき、認知症が疑われる場合には、
かかりつけ医にご相談ください。

　令和元年5月1日、改元を迎えたこの
日に、当院でも元気な赤ちゃんが誕生
しました。4,028gの女の子で、もともと
の予定日は4月23日でした。妊娠に至
るまでに不妊治療を経て、出産時には
帝王切開を行うなど、紆余曲折を経て
産まれた赤ちゃんに対し、「初めての
出産で心配していましたが、『自分の

体より子ども優先』という気持ちのな
か、病院スタッフの皆さんに適切な処
置をしてもらえて無事出産できました。
手術室で元気な泣き声を聞いて安心
しました」というお母さんと、「大きな赤
ちゃんの出産で、『ありがとう』の一言
です」というお父さん。産まれた時、と
てもうれしかったその気持ちから、〈喜
び〉〈幸い〉などの意を持つ〈嘉〉の字
と、お父さんのお名前から１文字加え、
赤ちゃんに〈啓嘉（はるか）〉と名付け
たとのこと。「令和生まれ」についてご
両親は、「変化の大きい時代のなか、
たくましく育つことを願います。人との

出会いに恵まれ、感謝できるような子
になってほしい」「やわらかく、でも芯
の強い子になってほしい。マイペース
でいいので、のびのび育ってほしい」
と語りました。

　認知症は、脳の神経細胞が壊れることにより、さまざま
な機能障害が出ている状態を指します。認知症になる
と、記憶障害や理解力・判断力の低下等の中核症状とと
もに、幻覚、妄想、徘徊、興奮などの周辺症状と呼ばれる
症状が現れます。認知症による記憶障害は、体験そのも
のを忘れる場合が多く、体験したことの一部を忘れる〈も
の忘れ〉とは異なります。
　認知症には幾つかのタイプがあり、その内、異常なタン
パク質の蓄積に伴い発症する、アルツハイマー型認知症
やレビー小体型認知症と、脳梗塞・脳出血などが原因で

発症する脳血管性認知症が三大認知症とされ、認知症
患者全体の8割以上を占めます。

　認知症が疑われる場合、まずは問診、画像検査、脳血
流シンチグラフィー、脳波、血液検査などを組み合わせ
て、診断をしていきます。認知症と診断されると治療に移
りますが、一部の認知症などを除き、基本的に認知症は
治りません。そのため〈進行の遅延〉〈周辺症状の緩和〉
が主な治療目的になります。治療では、薬を用いた薬物
療法、リハビリテーションなどの非薬物療法が中心になり
ます。薬物療法については、近年、多種の薬が開発さ
れ、患者さんに合わせた選択が可能になってきました。
　治らない病気である認知症では、何より予防が大切に
なります。特に、アルツハイマー型認知症については、高
血圧、糖尿病、運動不足、喫煙といった生活習慣が発症
率を高めます。まずは、生活習慣の改善を図ることで、認
知症を予防しましょう。

　医療福祉支援室（以下、同室）が担うのは、当院に入
院および通院されている患者さんの病気やケガに伴う生
活の再建を支援することです。病院に来られる患者さん
の主目的はもちろん病気の診断や治療です。そのため、
まず病院に求められるのは適切な検査・治療でしょう。し
かし、患者さんのなかには、診療にかかる費用や保険の
問題、心理的な不安、仕事の継続、家族との関係など、
療養生活を阻害するさまざまな課題を抱える方がいらっ
しゃいます。同室は、そうした心理社会的・経済的課題に
対し、社会福祉士の資格を持つソーシャルワーカー５名
（内３名は精神保健福祉士の有資格者）と事務職員1名
が入院と外来を分担しながらサポートを行っています。
　入院段階では、救急外来のスタッフや入院病棟の看
護師が患者さんおよびご家族に聞き取りを行うなかで、
心理社会的・経済的な支援が必要と判断した場合、同
室に介入の依頼が入ります。依頼を受けた後は、担当と
なった同室のソーシャルワーカーができるだけ早い段階

で、患者さんやご家族と面談し、課題や不安の中身をお
聞きします。その上で、課題を解消し生活を再建するに
は、どのような福祉制度、社会保障制度、サービスの利用
が考えられるか、どのように手続きを行えばよいかなど、
情報を提示。患者さんやご家族と一緒に考えながら、退
院に向け、行政機関やサービス事業者とも連携し、環境
を整備していきます。
　退院後、当院の外来を受診されるようになった患者さ
んについては、同室の外来担当が継続的な支援を行い、
他病院に転院される患者さんについては、転院先のソー
シャルワーカーに連絡をし、適切に引き継ぎを行います。
外来のみで当院に通院されている患者さんについては、
外来診療を行った医師や看護師などから、コンサルテー
ションの依頼が入ることもあります。
　病気やケガに伴う心理社会的・経済的な課題は、生活
に大きな影響を与えます。療養生活上でお悩みをお持ち
の方は、お気軽に同室にご相談ください。

性暴力に悩む人々を１人でも多く救援するため、
24時間365日活動を続けています。

この地域の基幹病院として、この地域のより良い医療のため
多角的な取り組みを行っています。

地 域
連 携 緩和ケア研修会を開催しました。

健 康
経 営

愛知県の健康経営推進企業に
登録されました。

受 賞
報 告

公衆衛生に関する業績が
称えられました。

「性暴力救援センター日赤なごや なごみ」
開設から約3年半。

なごみが実施する性暴力被害者への支援。

病院拠点型ワンストップ支援センター
の強み。

性暴力救援の輪を広げていく。

脳神経内科より

認知症の治療、早期発見には
周囲の協力が必要です。

認知症が疑われる患者さんに、
先進的な診療を提供します。

ここをチェック

脳神経内科部長　
安井 敬三

センター長  片岡 笑美子

脳の細胞が壊れることで、多様な
中核症状や周辺症状が現れます。

薬の多様化で、個々に合わせた
治療が可能になってきています。

当院でも産声

｜令｜和｜ベビー

心理社会的・経済的側面から、
患者さんの生活再建を支援します。

頭ＭＲＩ／大脳・海馬の萎縮
㊧82歳 正常
㊨80歳 アルツハイマー病 患者さんやご家族が安心して

療養生活を送ることができるように、
以下のような相談をお受けしています。
●身体障害者手帳の取得等、
　どのような福祉サービスがあるか知りたい
●自宅での介護について相談したい
●通院または入院中の
　生活や仕事について不安がある
●医療費や生活費に不安がある

「あなたは悪くありません」
ひとりで悩まずになごみにご相談ください

な  ご  み

☎052-835-075324時間
ホットライン

Par t
1八事日赤を

知ろう！

病院拠点型ワンストップ支援センター
「性暴力救援センター日赤なごや なごみ」。 すべては、医療の質向上のために。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

認知症
予防と早期発見が
何より大切です。

T  O  P  I  C  S

ご存知ですか ?
患者支援センター 医療福祉支援室

山折 谷折谷折 八事日赤ニュースVol.78　ジャバラ折A4×８P　中面



プラス α 熱中症の症状プラス α 熱中症は プラス α 予防が大事プラス α 個々の危険度

令和元年5月25日㈯、
当院にて緩和ケア研
修会を開催しました。
緩和ケア研修会は、
国のがん対策推進基
本計画において制定
されている「がん等の診療に携わる医師等に対する
緩和ケア研修会の開催指針」に基づき医療従事者を
対象に開催されているもので、修了者には、厚生労働
省健康局長の修了証が授与されます。当院のような
地域がん診療連携拠点病院においては、研修会を主
催することに加え、全医師が研修会を受講すべきとさ
れており、当院の研修医を含む医師、地域の医療職
の方々にお越しいただいての開催となりました。
研修会の目的は、基本的な緩和ケアの習得とともに、
解決が難しい問題に対して、専門チームなどに適切な
相談ができるようにすることなどが挙げられます。緩和
ケアというと、がん診療の場を主としたイメージです
が、がん診療以外でも、身体的・精神心理的・社会的
苦痛など、多岐にわたる場面でさまざまな苦痛を緩和
できるよう、患者さんに対し全人的なケアをすることが
必要です。当日は、当院の医師・看護師・臨床心理士・
理学療法士・薬剤師・MSWに加え、地域のクリニック
の医師など多職種・多人数が講師やファシリテーター

を務め、講義形式の研修と、
患者さんからの相談や告知
などのロールプレイ、症例検
討と地域連携についてのグ
ループワークなどを１日かけ
て行いました。

医療従事者の知識・技術の向上は、患者さんへの診
療・ケアの質に直結します。当院ではこれからも、地域
の皆さまのため医療の質の向上に努めていきます。

　当院では、平成28年１月５
日に「性暴力救援センター日
赤なごや　なごみ」（以下、な
ごみ）を開設し、性暴力被害
者の総合的な支援を続けて
きました。令和元年５月末まで
の電話相談延件数は4,171
件、来所延件数は1,055件に
のぼります。
　そうした相談に対し、なご
みでは現在、アドボケーター（専門的な研修を受けた支援
員）17名と性暴力被害者支援看護師46名、医療ソーシャル
ワーカー（MSW）1名が中心となり、24時間体制で性暴力
に関する相談への対応、支援を行っています。そして、必要
な場合には、院内の各科医師をはじめ多職種、外部協力
者である県や市、警察・検察、弁護士、児童相談所、医療・
福祉機関、地域の民間支援団体など多機関多職種が連
携し、それぞれの性暴力被害者に最適な医療・心理的・法
的・生活支援の提供をめざしています。

　なごみのホットラインには、被害者本人はもちろん、被害者
から相談を受けた警察、ご家族など、さまざまな方から相談が
あります。被害直後のケースも、被害から数年後のケースもあ
ります。電話を受けた専門スタッフは、まず緊急度の確認を行
い、身体的・精神的両面から、迅速な対応が必要な場合に
は、早期の来所を促します。特に被害直後では、緊急避妊ピ
ルを72時間以内に投与する必要があるため、夜間でも即時
の来所を求めます。来所後は常駐の性暴力被害者支援看
護師が面談を実施。被害状況や不安・疑問を聞き取り、なご
みでできる支援内容、外部機関での支援内容といった情報を
丁寧に説明します。そして、同意の下支援を行います。外部
機関への連携はMSWがコーディネートし、適切に繋ぎ、継続
的に性暴力被害者を支える環境を整備していきます。

　現在、性暴力被害者に対するワンストップ支援センター（総
合的な支援を１カ所で調整する施設）は全国に50カ所程度
あり、そのなかで病院拠点型は12カ所、当院のように24時間
体制を敷いている病院は４カ所です。
　性暴力被害では、身体的・心理的・法的そして日常生活に
対する複合的な問題が生じ、１つの機関だけで支援を完結
できません。但し、前述のように、被害直後の身体的な支援は
時間との戦いになり、性暴力被害の約半数が夜間に発生す
るという実態もあります。そのため、当院のような24時間専門
職が常駐し、緊急医療支援を提供できる施設がワンストップ
支援センターの役割を担うことで、より多くの性暴力被害者の
救援に繋がると考えています。

　性暴力被害では、罪悪
感や羞恥心、加害者への
恐怖心などから、泣き寝
入りをしてしまう被害者も
多いです。そうした方々を
１人でも多く救援するた
めには、性暴力や支援に
対する正しい理解を広げ
ていくことが重要です。そのため、なごみでは、地域での講演
活動や全国での講演を継続的に実施しています。今後もそ
うした活動や、支援機能の強化を進め、性暴力支援に対す
る救援の輪が拡大し、性暴力に悩む人を減らすことができる
よう活動していきます。

平成31年3月、当院は「愛知県健康経営推進企業」
に登録されました。これは、従業員の健康を重要な
経営資源ととらえ、従業員の健康保持・増進をめざ
す「健康経営」の普及促進を図るため、積極的に健
康経営に取り組む企業・団体を登録するという、愛
知県による取り組みの一つです。登録された企業・
団体は「あいち健康経営ネット」に掲載され広く公
表されます。当院では、患者さんへの安全かつ質の
高い医療を提供するためには職員の一人ひとりが
心身ともに健康で活き活きと働くことが必要と考え、
十数年にわたり、健康診断の徹底・指導、ストレス
チェック、適切な働き方改革、スポーツ機会の提供な
ど、職場環境の整備を積極的に行ってきました。こ
れらの取り組みが認められ、今回の登録に至りまし
た。現在も、院長による「健康経営宣言」のもと、職
員自らが健康増進を意識できるよう、多岐にわたり
改善を継続しています。当院では今後も、患者さん
へより良い医療を提供するため、多角的な取り組み
を行っていきます。

平成31年2月25日、当院の山室 理第一産婦人科部長
が、平成30年度公衆衛生事業功労者の一般財団法
人日本公衆衛生協会長表彰を受賞しました。この賞
は、疾病の予防、保健指導、衛生指導、衛生教育等の
公衆衛生業務に関する顕著な功績を称えるもので
す。山室部長は、永年にわたり名古屋市の子宮がん
検診精度管理委員を担っており、全国的にも高い名
古屋市の子宮がん検診受診率に貢献してきたことな
どが認められ、今回の受賞に至りました。

体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温や体液の調整機能が破綻することが原因で起こります。 めまいや頭痛、吐き気、意識障害など、重症度はさまざまで命の危険にも繋がります。

　当科では、主にかかりつけ医の先
生からご紹介をいただいた認知症
疑いの患者さんに対し、検査・診断
と、初期治療を行っています。また、
検査の結果、正常圧水頭症、慢性
硬膜下血腫など専門的な治療が必
要な場合には、脳神経外科と連携
し、迅速な治療に繋げています。
　認知症に対する診療技術は日進
月歩で進化を続けています。当科で
は、新しい診断技術である髄液検

査や、最新の認知症治療薬など、先
進的な診療を積極的に取り入れる
とともに、他施設と連携して、認知症
診断に対するPET-CTの活用な
ど、さらなる最先端の診療技術獲得
に向け、研究開発を進めています。

　認知症の治療においては、周囲
の理解と協力が不可欠です。認知
症患者さんに対して不適切な対応
をすることで、症状が悪化する場合
もあります。当院では、職員や地域
の認知症対応力向上に向けて、院
内に3Dサポートチームを設立し活
動を続けています。また、当科として

子どもや高齢者、体調不良の方など体温調節機能が低い方々は、特に注意が必要です。 水分補給や空調での体調管理はもちろん、暑さ指数などを参考にして無理な外出は控えましょう。

も、地域向けの講演会や、かかりつ
け医の先生との勉強会など、さまざ
まな活動を続けています。
　認知症は、本人およびご家族の
生活に大きな影響を与えます。でき
るだけ早く治療が開始できるよう、ご
家族や周りの方を気にかけていた
だき、認知症が疑われる場合には、
かかりつけ医にご相談ください。

　令和元年5月1日、改元を迎えたこの
日に、当院でも元気な赤ちゃんが誕生
しました。4,028gの女の子で、もともと
の予定日は4月23日でした。妊娠に至
るまでに不妊治療を経て、出産時には
帝王切開を行うなど、紆余曲折を経て
産まれた赤ちゃんに対し、「初めての
出産で心配していましたが、『自分の

体より子ども優先』という気持ちのな
か、病院スタッフの皆さんに適切な処
置をしてもらえて無事出産できました。
手術室で元気な泣き声を聞いて安心
しました」というお母さんと、「大きな赤
ちゃんの出産で、『ありがとう』の一言
です」というお父さん。産まれた時、と
てもうれしかったその気持ちから、〈喜
び〉〈幸い〉などの意を持つ〈嘉〉の字
と、お父さんのお名前から１文字加え、
赤ちゃんに〈啓嘉（はるか）〉と名付け
たとのこと。「令和生まれ」についてご
両親は、「変化の大きい時代のなか、
たくましく育つことを願います。人との

出会いに恵まれ、感謝できるような子
になってほしい」「やわらかく、でも芯
の強い子になってほしい。マイペース
でいいので、のびのび育ってほしい」
と語りました。

　認知症は、脳の神経細胞が壊れることにより、さまざま
な機能障害が出ている状態を指します。認知症になる
と、記憶障害や理解力・判断力の低下等の中核症状とと
もに、幻覚、妄想、徘徊、興奮などの周辺症状と呼ばれる
症状が現れます。認知症による記憶障害は、体験そのも
のを忘れる場合が多く、体験したことの一部を忘れる〈も
の忘れ〉とは異なります。
　認知症には幾つかのタイプがあり、その内、異常なタン
パク質の蓄積に伴い発症する、アルツハイマー型認知症
やレビー小体型認知症と、脳梗塞・脳出血などが原因で

発症する脳血管性認知症が三大認知症とされ、認知症
患者全体の8割以上を占めます。

　認知症が疑われる場合、まずは問診、画像検査、脳血
流シンチグラフィー、脳波、血液検査などを組み合わせ
て、診断をしていきます。認知症と診断されると治療に移
りますが、一部の認知症などを除き、基本的に認知症は
治りません。そのため〈進行の遅延〉〈周辺症状の緩和〉
が主な治療目的になります。治療では、薬を用いた薬物
療法、リハビリテーションなどの非薬物療法が中心になり
ます。薬物療法については、近年、多種の薬が開発さ
れ、患者さんに合わせた選択が可能になってきました。
　治らない病気である認知症では、何より予防が大切に
なります。特に、アルツハイマー型認知症については、高
血圧、糖尿病、運動不足、喫煙といった生活習慣が発症
率を高めます。まずは、生活習慣の改善を図ることで、認
知症を予防しましょう。

　医療福祉支援室（以下、同室）が担うのは、当院に入
院および通院されている患者さんの病気やケガに伴う生
活の再建を支援することです。病院に来られる患者さん
の主目的はもちろん病気の診断や治療です。そのため、
まず病院に求められるのは適切な検査・治療でしょう。し
かし、患者さんのなかには、診療にかかる費用や保険の
問題、心理的な不安、仕事の継続、家族との関係など、
療養生活を阻害するさまざまな課題を抱える方がいらっ
しゃいます。同室は、そうした心理社会的・経済的課題に
対し、社会福祉士の資格を持つソーシャルワーカー５名
（内３名は精神保健福祉士の有資格者）と事務職員1名
が入院と外来を分担しながらサポートを行っています。
　入院段階では、救急外来のスタッフや入院病棟の看
護師が患者さんおよびご家族に聞き取りを行うなかで、
心理社会的・経済的な支援が必要と判断した場合、同
室に介入の依頼が入ります。依頼を受けた後は、担当と
なった同室のソーシャルワーカーができるだけ早い段階

で、患者さんやご家族と面談し、課題や不安の中身をお
聞きします。その上で、課題を解消し生活を再建するに
は、どのような福祉制度、社会保障制度、サービスの利用
が考えられるか、どのように手続きを行えばよいかなど、
情報を提示。患者さんやご家族と一緒に考えながら、退
院に向け、行政機関やサービス事業者とも連携し、環境
を整備していきます。
　退院後、当院の外来を受診されるようになった患者さ
んについては、同室の外来担当が継続的な支援を行い、
他病院に転院される患者さんについては、転院先のソー
シャルワーカーに連絡をし、適切に引き継ぎを行います。
外来のみで当院に通院されている患者さんについては、
外来診療を行った医師や看護師などから、コンサルテー
ションの依頼が入ることもあります。
　病気やケガに伴う心理社会的・経済的な課題は、生活
に大きな影響を与えます。療養生活上でお悩みをお持ち
の方は、お気軽に同室にご相談ください。

性暴力に悩む人々を１人でも多く救援するため、
24時間365日活動を続けています。

この地域の基幹病院として、この地域のより良い医療のため
多角的な取り組みを行っています。

地 域
連 携 緩和ケア研修会を開催しました。

健 康
経 営

愛知県の健康経営推進企業に
登録されました。

受 賞
報 告

公衆衛生に関する業績が
称えられました。

「性暴力救援センター日赤なごや なごみ」
開設から約3年半。

なごみが実施する性暴力被害者への支援。

病院拠点型ワンストップ支援センター
の強み。

性暴力救援の輪を広げていく。

脳神経内科より

認知症の治療、早期発見には
周囲の協力が必要です。

認知症が疑われる患者さんに、
先進的な診療を提供します。

ここをチェック

脳神経内科部長　
安井 敬三

センター長  片岡 笑美子

脳の細胞が壊れることで、多様な
中核症状や周辺症状が現れます。

薬の多様化で、個々に合わせた
治療が可能になってきています。

当院でも産声

｜令｜和｜ベビー

心理社会的・経済的側面から、
患者さんの生活再建を支援します。

頭ＭＲＩ／大脳・海馬の萎縮
㊧82歳 正常
㊨80歳 アルツハイマー病 患者さんやご家族が安心して

療養生活を送ることができるように、
以下のような相談をお受けしています。
●身体障害者手帳の取得等、
　どのような福祉サービスがあるか知りたい
●自宅での介護について相談したい
●通院または入院中の
　生活や仕事について不安がある
●医療費や生活費に不安がある

「あなたは悪くありません」
ひとりで悩まずになごみにご相談ください

な  ご  み

☎052-835-075324時間
ホットライン

Par t
1八事日赤を

知ろう！

病院拠点型ワンストップ支援センター
「性暴力救援センター日赤なごや なごみ」。 すべては、医療の質向上のために。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

認知症
予防と早期発見が
何より大切です。

T  O  P  I  C  S

ご存知ですか ?
患者支援センター 医療福祉支援室
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プラス α 熱中症の症状プラス α 熱中症は プラス α 予防が大事プラス α 個々の危険度

令和元年5月25日㈯、
当院にて緩和ケア研
修会を開催しました。
緩和ケア研修会は、
国のがん対策推進基
本計画において制定
されている「がん等の診療に携わる医師等に対する
緩和ケア研修会の開催指針」に基づき医療従事者を
対象に開催されているもので、修了者には、厚生労働
省健康局長の修了証が授与されます。当院のような
地域がん診療連携拠点病院においては、研修会を主
催することに加え、全医師が研修会を受講すべきとさ
れており、当院の研修医を含む医師、地域の医療職
の方々にお越しいただいての開催となりました。
研修会の目的は、基本的な緩和ケアの習得とともに、
解決が難しい問題に対して、専門チームなどに適切な
相談ができるようにすることなどが挙げられます。緩和
ケアというと、がん診療の場を主としたイメージです
が、がん診療以外でも、身体的・精神心理的・社会的
苦痛など、多岐にわたる場面でさまざまな苦痛を緩和
できるよう、患者さんに対し全人的なケアをすることが
必要です。当日は、当院の医師・看護師・臨床心理士・
理学療法士・薬剤師・MSWに加え、地域のクリニック
の医師など多職種・多人数が講師やファシリテーター

を務め、講義形式の研修と、
患者さんからの相談や告知
などのロールプレイ、症例検
討と地域連携についてのグ
ループワークなどを１日かけ
て行いました。

医療従事者の知識・技術の向上は、患者さんへの診
療・ケアの質に直結します。当院ではこれからも、地域
の皆さまのため医療の質の向上に努めていきます。

　当院では、平成28年１月５
日に「性暴力救援センター日
赤なごや　なごみ」（以下、な
ごみ）を開設し、性暴力被害
者の総合的な支援を続けて
きました。令和元年５月末まで
の電話相談延件数は4,171
件、来所延件数は1,055件に
のぼります。
　そうした相談に対し、なご
みでは現在、アドボケーター（専門的な研修を受けた支援
員）17名と性暴力被害者支援看護師46名、医療ソーシャル
ワーカー（MSW）1名が中心となり、24時間体制で性暴力
に関する相談への対応、支援を行っています。そして、必要
な場合には、院内の各科医師をはじめ多職種、外部協力
者である県や市、警察・検察、弁護士、児童相談所、医療・
福祉機関、地域の民間支援団体など多機関多職種が連
携し、それぞれの性暴力被害者に最適な医療・心理的・法
的・生活支援の提供をめざしています。

　なごみのホットラインには、被害者本人はもちろん、被害者
から相談を受けた警察、ご家族など、さまざまな方から相談が
あります。被害直後のケースも、被害から数年後のケースもあ
ります。電話を受けた専門スタッフは、まず緊急度の確認を行
い、身体的・精神的両面から、迅速な対応が必要な場合に
は、早期の来所を促します。特に被害直後では、緊急避妊ピ
ルを72時間以内に投与する必要があるため、夜間でも即時
の来所を求めます。来所後は常駐の性暴力被害者支援看
護師が面談を実施。被害状況や不安・疑問を聞き取り、なご
みでできる支援内容、外部機関での支援内容といった情報を
丁寧に説明します。そして、同意の下支援を行います。外部
機関への連携はMSWがコーディネートし、適切に繋ぎ、継続
的に性暴力被害者を支える環境を整備していきます。

　現在、性暴力被害者に対するワンストップ支援センター（総
合的な支援を１カ所で調整する施設）は全国に50カ所程度
あり、そのなかで病院拠点型は12カ所、当院のように24時間
体制を敷いている病院は４カ所です。
　性暴力被害では、身体的・心理的・法的そして日常生活に
対する複合的な問題が生じ、１つの機関だけで支援を完結
できません。但し、前述のように、被害直後の身体的な支援は
時間との戦いになり、性暴力被害の約半数が夜間に発生す
るという実態もあります。そのため、当院のような24時間専門
職が常駐し、緊急医療支援を提供できる施設がワンストップ
支援センターの役割を担うことで、より多くの性暴力被害者の
救援に繋がると考えています。

　性暴力被害では、罪悪
感や羞恥心、加害者への
恐怖心などから、泣き寝
入りをしてしまう被害者も
多いです。そうした方 を々
１人でも多く救援するた
めには、性暴力や支援に
対する正しい理解を広げ
ていくことが重要です。そのため、なごみでは、地域での講演
活動や全国での講演を継続的に実施しています。今後もそ
うした活動や、支援機能の強化を進め、性暴力支援に対す
る救援の輪が拡大し、性暴力に悩む人を減らすことができる
よう活動していきます。

平成31年3月、当院は「愛知県健康経営推進企業」
に登録されました。これは、従業員の健康を重要な
経営資源ととらえ、従業員の健康保持・増進をめざ
す「健康経営」の普及促進を図るため、積極的に健
康経営に取り組む企業・団体を登録するという、愛
知県による取り組みの一つです。登録された企業・
団体は「あいち健康経営ネット」に掲載され広く公
表されます。当院では、患者さんへの安全かつ質の
高い医療を提供するためには職員の一人ひとりが
心身ともに健康で活き活きと働くことが必要と考え、
十数年にわたり、健康診断の徹底・指導、ストレス
チェック、適切な働き方改革、スポーツ機会の提供な
ど、職場環境の整備を積極的に行ってきました。こ
れらの取り組みが認められ、今回の登録に至りまし
た。現在も、院長による「健康経営宣言」のもと、職
員自らが健康増進を意識できるよう、多岐にわたり
改善を継続しています。当院では今後も、患者さん
へより良い医療を提供するため、多角的な取り組み
を行っていきます。

平成31年2月25日、当院の山室 理第一産婦人科部長
が、平成30年度公衆衛生事業功労者の一般財団法
人日本公衆衛生協会長表彰を受賞しました。この賞
は、疾病の予防、保健指導、衛生指導、衛生教育等の
公衆衛生業務に関する顕著な功績を称えるもので
す。山室部長は、永年にわたり名古屋市の子宮がん
検診精度管理委員を担っており、全国的にも高い名
古屋市の子宮がん検診受診率に貢献してきたことな
どが認められ、今回の受賞に至りました。

体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温や体液の調整機能が破綻することが原因で起こります。 めまいや頭痛、吐き気、意識障害など、重症度はさまざまで命の危険にも繋がります。

　当科では、主にかかりつけ医の先
生からご紹介をいただいた認知症
疑いの患者さんに対し、検査・診断
と、初期治療を行っています。また、
検査の結果、正常圧水頭症、慢性
硬膜下血腫など専門的な治療が必
要な場合には、脳神経外科と連携
し、迅速な治療に繋げています。
　認知症に対する診療技術は日進
月歩で進化を続けています。当科で
は、新しい診断技術である髄液検

査や、最新の認知症治療薬など、先
進的な診療を積極的に取り入れる
とともに、他施設と連携して、認知症
診断に対するPET-CTの活用な
ど、さらなる最先端の診療技術獲得
に向け、研究開発を進めています。

　認知症の治療においては、周囲
の理解と協力が不可欠です。認知
症患者さんに対して不適切な対応
をすることで、症状が悪化する場合
もあります。当院では、職員や地域
の認知症対応力向上に向けて、院
内に3Dサポートチームを設立し活
動を続けています。また、当科として

子どもや高齢者、体調不良の方など体温調節機能が低い方々は、特に注意が必要です。 水分補給や空調での体調管理はもちろん、暑さ指数などを参考にして無理な外出は控えましょう。

も、地域向けの講演会や、かかりつ
け医の先生との勉強会など、さまざ
まな活動を続けています。
　認知症は、本人およびご家族の
生活に大きな影響を与えます。でき
るだけ早く治療が開始できるよう、ご
家族や周りの方を気にかけていた
だき、認知症が疑われる場合には、
かかりつけ医にご相談ください。

　令和元年5月1日、改元を迎えたこの
日に、当院でも元気な赤ちゃんが誕生
しました。4,028gの女の子で、もともと
の予定日は4月23日でした。妊娠に至
るまでに不妊治療を経て、出産時には
帝王切開を行うなど、紆余曲折を経て
産まれた赤ちゃんに対し、「初めての
出産で心配していましたが、『自分の

体より子ども優先』という気持ちのな
か、病院スタッフの皆さんに適切な処
置をしてもらえて無事出産できました。
手術室で元気な泣き声を聞いて安心
しました」というお母さんと、「大きな赤
ちゃんの出産で、『ありがとう』の一言
です」というお父さん。産まれた時、と
てもうれしかったその気持ちから、〈喜
び〉〈幸い〉などの意を持つ〈嘉〉の字
と、お父さんのお名前から１文字加え、
赤ちゃんに〈啓嘉（はるか）〉と名付け
たとのこと。「令和生まれ」についてご
両親は、「変化の大きい時代のなか、
たくましく育つことを願います。人との

出会いに恵まれ、感謝できるような子
になってほしい」「やわらかく、でも芯
の強い子になってほしい。マイペース
でいいので、のびのび育ってほしい」
と語りました。

　認知症は、脳の神経細胞が壊れることにより、さまざま
な機能障害が出ている状態を指します。認知症になる
と、記憶障害や理解力・判断力の低下等の中核症状とと
もに、幻覚、妄想、徘徊、興奮などの周辺症状と呼ばれる
症状が現れます。認知症による記憶障害は、体験そのも
のを忘れる場合が多く、体験したことの一部を忘れる〈も
の忘れ〉とは異なります。
　認知症には幾つかのタイプがあり、その内、異常なタン
パク質の蓄積に伴い発症する、アルツハイマー型認知症
やレビー小体型認知症と、脳梗塞・脳出血などが原因で

発症する脳血管性認知症が三大認知症とされ、認知症
患者全体の8割以上を占めます。

　認知症が疑われる場合、まずは問診、画像検査、脳血
流シンチグラフィー、脳波、血液検査などを組み合わせ
て、診断をしていきます。認知症と診断されると治療に移
りますが、一部の認知症などを除き、基本的に認知症は
治りません。そのため〈進行の遅延〉〈周辺症状の緩和〉
が主な治療目的になります。治療では、薬を用いた薬物
療法、リハビリテーションなどの非薬物療法が中心になり
ます。薬物療法については、近年、多種の薬が開発さ
れ、患者さんに合わせた選択が可能になってきました。
　治らない病気である認知症では、何より予防が大切に
なります。特に、アルツハイマー型認知症については、高
血圧、糖尿病、運動不足、喫煙といった生活習慣が発症
率を高めます。まずは、生活習慣の改善を図ることで、認
知症を予防しましょう。

　医療福祉支援室（以下、同室）が担うのは、当院に入
院および通院されている患者さんの病気やケガに伴う生
活の再建を支援することです。病院に来られる患者さん
の主目的はもちろん病気の診断や治療です。そのため、
まず病院に求められるのは適切な検査・治療でしょう。し
かし、患者さんのなかには、診療にかかる費用や保険の
問題、心理的な不安、仕事の継続、家族との関係など、
療養生活を阻害するさまざまな課題を抱える方がいらっ
しゃいます。同室は、そうした心理社会的・経済的課題に
対し、社会福祉士の資格を持つソーシャルワーカー５名
（内３名は精神保健福祉士の有資格者）と事務職員1名
が入院と外来を分担しながらサポートを行っています。
　入院段階では、救急外来のスタッフや入院病棟の看
護師が患者さんおよびご家族に聞き取りを行うなかで、
心理社会的・経済的な支援が必要と判断した場合、同
室に介入の依頼が入ります。依頼を受けた後は、担当と
なった同室のソーシャルワーカーができるだけ早い段階

で、患者さんやご家族と面談し、課題や不安の中身をお
聞きします。その上で、課題を解消し生活を再建するに
は、どのような福祉制度、社会保障制度、サービスの利用
が考えられるか、どのように手続きを行えばよいかなど、
情報を提示。患者さんやご家族と一緒に考えながら、退
院に向け、行政機関やサービス事業者とも連携し、環境
を整備していきます。
　退院後、当院の外来を受診されるようになった患者さ
んについては、同室の外来担当が継続的な支援を行い、
他病院に転院される患者さんについては、転院先のソー
シャルワーカーに連絡をし、適切に引き継ぎを行います。
外来のみで当院に通院されている患者さんについては、
外来診療を行った医師や看護師などから、コンサルテー
ションの依頼が入ることもあります。
　病気やケガに伴う心理社会的・経済的な課題は、生活
に大きな影響を与えます。療養生活上でお悩みをお持ち
の方は、お気軽に同室にご相談ください。

性暴力に悩む人々を１人でも多く救援するため、
24時間365日活動を続けています。

この地域の基幹病院として、この地域のより良い医療のため
多角的な取り組みを行っています。

地 域
連 携 緩和ケア研修会を開催しました。

健 康
経 営

愛知県の健康経営推進企業に
登録されました。

受 賞
報 告

公衆衛生に関する業績が
称えられました。

「性暴力救援センター日赤なごや なごみ」
開設から約3年半。

なごみが実施する性暴力被害者への支援。

病院拠点型ワンストップ支援センター
の強み。

性暴力救援の輪を広げていく。

脳神経内科より

認知症の治療、早期発見には
周囲の協力が必要です。

認知症が疑われる患者さんに、
先進的な診療を提供します。

ここをチェック

脳神経内科部長　
安井 敬三

センター長  片岡 笑美子

脳の細胞が壊れることで、多様な
中核症状や周辺症状が現れます。

薬の多様化で、個々に合わせた
治療が可能になってきています。

当院でも産声

｜令｜和｜ベビー

心理社会的・経済的側面から、
患者さんの生活再建を支援します。

頭ＭＲＩ／大脳・海馬の萎縮
㊧82歳 正常
㊨80歳 アルツハイマー病 患者さんやご家族が安心して

療養生活を送ることができるように、
以下のような相談をお受けしています。
●身体障害者手帳の取得等、
　どのような福祉サービスがあるか知りたい
●自宅での介護について相談したい
●通院または入院中の
　生活や仕事について不安がある
●医療費や生活費に不安がある

「あなたは悪くありません」
ひとりで悩まずになごみにご相談ください

な  ご  み

☎052-835-075324時間
ホットライン

Par t
1八事日赤を

知ろう！

病院拠点型ワンストップ支援センター
「性暴力救援センター日赤なごや なごみ」。 すべては、医療の質向上のために。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

認知症
予防と早期発見が
何より大切です。

T  O  P  I  C  S

ご存知ですか ?
患者支援センター 医療福祉支援室
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プラス α 熱中症の症状プラス α 熱中症は プラス α 予防が大事プラス α 個々の危険度

令和元年5月25日㈯、
当院にて緩和ケア研
修会を開催しました。
緩和ケア研修会は、
国のがん対策推進基
本計画において制定
されている「がん等の診療に携わる医師等に対する
緩和ケア研修会の開催指針」に基づき医療従事者を
対象に開催されているもので、修了者には、厚生労働
省健康局長の修了証が授与されます。当院のような
地域がん診療連携拠点病院においては、研修会を主
催することに加え、全医師が研修会を受講すべきとさ
れており、当院の研修医を含む医師、地域の医療職
の方々にお越しいただいての開催となりました。
研修会の目的は、基本的な緩和ケアの習得とともに、
解決が難しい問題に対して、専門チームなどに適切な
相談ができるようにすることなどが挙げられます。緩和
ケアというと、がん診療の場を主としたイメージです
が、がん診療以外でも、身体的・精神心理的・社会的
苦痛など、多岐にわたる場面でさまざまな苦痛を緩和
できるよう、患者さんに対し全人的なケアをすることが
必要です。当日は、当院の医師・看護師・臨床心理士・
理学療法士・薬剤師・MSWに加え、地域のクリニック
の医師など多職種・多人数が講師やファシリテーター

を務め、講義形式の研修と、
患者さんからの相談や告知
などのロールプレイ、症例検
討と地域連携についてのグ
ループワークなどを１日かけ
て行いました。

医療従事者の知識・技術の向上は、患者さんへの診
療・ケアの質に直結します。当院ではこれからも、地域
の皆さまのため医療の質の向上に努めていきます。

　当院では、平成28年１月５
日に「性暴力救援センター日
赤なごや　なごみ」（以下、な
ごみ）を開設し、性暴力被害
者の総合的な支援を続けて
きました。令和元年５月末まで
の電話相談延件数は4,171
件、来所延件数は1,055件に
のぼります。
　そうした相談に対し、なご
みでは現在、アドボケーター（専門的な研修を受けた支援
員）17名と性暴力被害者支援看護師46名、医療ソーシャル
ワーカー（MSW）1名が中心となり、24時間体制で性暴力
に関する相談への対応、支援を行っています。そして、必要
な場合には、院内の各科医師をはじめ多職種、外部協力
者である県や市、警察・検察、弁護士、児童相談所、医療・
福祉機関、地域の民間支援団体など多機関多職種が連
携し、それぞれの性暴力被害者に最適な医療・心理的・法
的・生活支援の提供をめざしています。

　なごみのホットラインには、被害者本人はもちろん、被害者
から相談を受けた警察、ご家族など、さまざまな方から相談が
あります。被害直後のケースも、被害から数年後のケースもあ
ります。電話を受けた専門スタッフは、まず緊急度の確認を行
い、身体的・精神的両面から、迅速な対応が必要な場合に
は、早期の来所を促します。特に被害直後では、緊急避妊ピ
ルを72時間以内に投与する必要があるため、夜間でも即時
の来所を求めます。来所後は常駐の性暴力被害者支援看
護師が面談を実施。被害状況や不安・疑問を聞き取り、なご
みでできる支援内容、外部機関での支援内容といった情報を
丁寧に説明します。そして、同意の下支援を行います。外部
機関への連携はMSWがコーディネートし、適切に繋ぎ、継続
的に性暴力被害者を支える環境を整備していきます。

　現在、性暴力被害者に対するワンストップ支援センター（総
合的な支援を１カ所で調整する施設）は全国に50カ所程度
あり、そのなかで病院拠点型は12カ所、当院のように24時間
体制を敷いている病院は４カ所です。
　性暴力被害では、身体的・心理的・法的そして日常生活に
対する複合的な問題が生じ、１つの機関だけで支援を完結
できません。但し、前述のように、被害直後の身体的な支援は
時間との戦いになり、性暴力被害の約半数が夜間に発生す
るという実態もあります。そのため、当院のような24時間専門
職が常駐し、緊急医療支援を提供できる施設がワンストップ
支援センターの役割を担うことで、より多くの性暴力被害者の
救援に繋がると考えています。

　性暴力被害では、罪悪
感や羞恥心、加害者への
恐怖心などから、泣き寝
入りをしてしまう被害者も
多いです。そうした方々を
１人でも多く救援するた
めには、性暴力や支援に
対する正しい理解を広げ
ていくことが重要です。そのため、なごみでは、地域での講演
活動や全国での講演を継続的に実施しています。今後もそ
うした活動や、支援機能の強化を進め、性暴力支援に対す
る救援の輪が拡大し、性暴力に悩む人を減らすことができる
よう活動していきます。

平成31年3月、当院は「愛知県健康経営推進企業」
に登録されました。これは、従業員の健康を重要な
経営資源ととらえ、従業員の健康保持・増進をめざ
す「健康経営」の普及促進を図るため、積極的に健
康経営に取り組む企業・団体を登録するという、愛
知県による取り組みの一つです。登録された企業・
団体は「あいち健康経営ネット」に掲載され広く公
表されます。当院では、患者さんへの安全かつ質の
高い医療を提供するためには職員の一人ひとりが
心身ともに健康で活き活きと働くことが必要と考え、
十数年にわたり、健康診断の徹底・指導、ストレス
チェック、適切な働き方改革、スポーツ機会の提供な
ど、職場環境の整備を積極的に行ってきました。こ
れらの取り組みが認められ、今回の登録に至りまし
た。現在も、院長による「健康経営宣言」のもと、職
員自らが健康増進を意識できるよう、多岐にわたり
改善を継続しています。当院では今後も、患者さん
へより良い医療を提供するため、多角的な取り組み
を行っていきます。

平成31年2月25日、当院の山室 理第一産婦人科部長
が、平成30年度公衆衛生事業功労者の一般財団法
人日本公衆衛生協会長表彰を受賞しました。この賞
は、疾病の予防、保健指導、衛生指導、衛生教育等の
公衆衛生業務に関する顕著な功績を称えるもので
す。山室部長は、永年にわたり名古屋市の子宮がん
検診精度管理委員を担っており、全国的にも高い名
古屋市の子宮がん検診受診率に貢献してきたことな
どが認められ、今回の受賞に至りました。

体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温や体液の調整機能が破綻することが原因で起こります。 めまいや頭痛、吐き気、意識障害など、重症度はさまざまで命の危険にも繋がります。

　当科では、主にかかりつけ医の先
生からご紹介をいただいた認知症
疑いの患者さんに対し、検査・診断
と、初期治療を行っています。また、
検査の結果、正常圧水頭症、慢性
硬膜下血腫など専門的な治療が必
要な場合には、脳神経外科と連携
し、迅速な治療に繋げています。
　認知症に対する診療技術は日進
月歩で進化を続けています。当科で
は、新しい診断技術である髄液検

査や、最新の認知症治療薬など、先
進的な診療を積極的に取り入れる
とともに、他施設と連携して、認知症
診断に対するPET-CTの活用な
ど、さらなる最先端の診療技術獲得
に向け、研究開発を進めています。

　認知症の治療においては、周囲
の理解と協力が不可欠です。認知
症患者さんに対して不適切な対応
をすることで、症状が悪化する場合
もあります。当院では、職員や地域
の認知症対応力向上に向けて、院
内に3Dサポートチームを設立し活
動を続けています。また、当科として

子どもや高齢者、体調不良の方など体温調節機能が低い方々は、特に注意が必要です。 水分補給や空調での体調管理はもちろん、暑さ指数などを参考にして無理な外出は控えましょう。

も、地域向けの講演会や、かかりつ
け医の先生との勉強会など、さまざ
まな活動を続けています。
　認知症は、本人およびご家族の
生活に大きな影響を与えます。でき
るだけ早く治療が開始できるよう、ご
家族や周りの方を気にかけていた
だき、認知症が疑われる場合には、
かかりつけ医にご相談ください。

　令和元年5月1日、改元を迎えたこの
日に、当院でも元気な赤ちゃんが誕生
しました。4,028gの女の子で、もともと
の予定日は4月23日でした。妊娠に至
るまでに不妊治療を経て、出産時には
帝王切開を行うなど、紆余曲折を経て
産まれた赤ちゃんに対し、「初めての
出産で心配していましたが、『自分の

体より子ども優先』という気持ちのな
か、病院スタッフの皆さんに適切な処
置をしてもらえて無事出産できました。
手術室で元気な泣き声を聞いて安心
しました」というお母さんと、「大きな赤
ちゃんの出産で、『ありがとう』の一言
です」というお父さん。産まれた時、と
てもうれしかったその気持ちから、〈喜
び〉〈幸い〉などの意を持つ〈嘉〉の字
と、お父さんのお名前から１文字加え、
赤ちゃんに〈啓嘉（はるか）〉と名付け
たとのこと。「令和生まれ」についてご
両親は、「変化の大きい時代のなか、
たくましく育つことを願います。人との

出会いに恵まれ、感謝できるような子
になってほしい」「やわらかく、でも芯
の強い子になってほしい。マイペース
でいいので、のびのび育ってほしい」
と語りました。

　認知症は、脳の神経細胞が壊れることにより、さまざま
な機能障害が出ている状態を指します。認知症になる
と、記憶障害や理解力・判断力の低下等の中核症状とと
もに、幻覚、妄想、徘徊、興奮などの周辺症状と呼ばれる
症状が現れます。認知症による記憶障害は、体験そのも
のを忘れる場合が多く、体験したことの一部を忘れる〈も
の忘れ〉とは異なります。
　認知症には幾つかのタイプがあり、その内、異常なタン
パク質の蓄積に伴い発症する、アルツハイマー型認知症
やレビー小体型認知症と、脳梗塞・脳出血などが原因で

発症する脳血管性認知症が三大認知症とされ、認知症
患者全体の8割以上を占めます。

　認知症が疑われる場合、まずは問診、画像検査、脳血
流シンチグラフィー、脳波、血液検査などを組み合わせ
て、診断をしていきます。認知症と診断されると治療に移
りますが、一部の認知症などを除き、基本的に認知症は
治りません。そのため〈進行の遅延〉〈周辺症状の緩和〉
が主な治療目的になります。治療では、薬を用いた薬物
療法、リハビリテーションなどの非薬物療法が中心になり
ます。薬物療法については、近年、多種の薬が開発さ
れ、患者さんに合わせた選択が可能になってきました。
　治らない病気である認知症では、何より予防が大切に
なります。特に、アルツハイマー型認知症については、高
血圧、糖尿病、運動不足、喫煙といった生活習慣が発症
率を高めます。まずは、生活習慣の改善を図ることで、認
知症を予防しましょう。

　医療福祉支援室（以下、同室）が担うのは、当院に入
院および通院されている患者さんの病気やケガに伴う生
活の再建を支援することです。病院に来られる患者さん
の主目的はもちろん病気の診断や治療です。そのため、
まず病院に求められるのは適切な検査・治療でしょう。し
かし、患者さんのなかには、診療にかかる費用や保険の
問題、心理的な不安、仕事の継続、家族との関係など、
療養生活を阻害するさまざまな課題を抱える方がいらっ
しゃいます。同室は、そうした心理社会的・経済的課題に
対し、社会福祉士の資格を持つソーシャルワーカー５名
（内３名は精神保健福祉士の有資格者）と事務職員1名
が入院と外来を分担しながらサポートを行っています。
　入院段階では、救急外来のスタッフや入院病棟の看
護師が患者さんおよびご家族に聞き取りを行うなかで、
心理社会的・経済的な支援が必要と判断した場合、同
室に介入の依頼が入ります。依頼を受けた後は、担当と
なった同室のソーシャルワーカーができるだけ早い段階

で、患者さんやご家族と面談し、課題や不安の中身をお
聞きします。その上で、課題を解消し生活を再建するに
は、どのような福祉制度、社会保障制度、サービスの利用
が考えられるか、どのように手続きを行えばよいかなど、
情報を提示。患者さんやご家族と一緒に考えながら、退
院に向け、行政機関やサービス事業者とも連携し、環境
を整備していきます。
　退院後、当院の外来を受診されるようになった患者さ
んについては、同室の外来担当が継続的な支援を行い、
他病院に転院される患者さんについては、転院先のソー
シャルワーカーに連絡をし、適切に引き継ぎを行います。
外来のみで当院に通院されている患者さんについては、
外来診療を行った医師や看護師などから、コンサルテー
ションの依頼が入ることもあります。
　病気やケガに伴う心理社会的・経済的な課題は、生活
に大きな影響を与えます。療養生活上でお悩みをお持ち
の方は、お気軽に同室にご相談ください。

性暴力に悩む人々を１人でも多く救援するため、
24時間365日活動を続けています。

この地域の基幹病院として、この地域のより良い医療のため
多角的な取り組みを行っています。

地 域
連 携 緩和ケア研修会を開催しました。

健 康
経 営

愛知県の健康経営推進企業に
登録されました。

受 賞
報 告

公衆衛生に関する業績が
称えられました。

「性暴力救援センター日赤なごや なごみ」
開設から約3年半。

なごみが実施する性暴力被害者への支援。

病院拠点型ワンストップ支援センター
の強み。

性暴力救援の輪を広げていく。

脳神経内科より

認知症の治療、早期発見には
周囲の協力が必要です。

認知症が疑われる患者さんに、
先進的な診療を提供します。

ここをチェック

脳神経内科部長　
安井 敬三

センター長  片岡 笑美子

脳の細胞が壊れることで、多様な
中核症状や周辺症状が現れます。

薬の多様化で、個々に合わせた
治療が可能になってきています。

当院でも産声

｜令｜和｜ベビー

心理社会的・経済的側面から、
患者さんの生活再建を支援します。

頭ＭＲＩ／大脳・海馬の萎縮
㊧82歳 正常
㊨80歳 アルツハイマー病 患者さんやご家族が安心して

療養生活を送ることができるように、
以下のような相談をお受けしています。
●身体障害者手帳の取得等、
　どのような福祉サービスがあるか知りたい
●自宅での介護について相談したい
●通院または入院中の
　生活や仕事について不安がある
●医療費や生活費に不安がある

「あなたは悪くありません」
ひとりで悩まずになごみにご相談ください

な  ご  み

☎052-835-075324時間
ホットライン

Par t
1八事日赤を

知ろう！

病院拠点型ワンストップ支援センター
「性暴力救援センター日赤なごや なごみ」。 すべては、医療の質向上のために。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

認知症
予防と早期発見が
何より大切です。

T  O  P  I  C  S

ご存知ですか ?
患者支援センター 医療福祉支援室

山折 谷折谷折 八事日赤ニュースVol.78　ジャバラ折A4×８P　中面



部
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー
（
手

術
指
導
医
）を
招
き
、
そ
の
指
導
の
も
と
、
第
一

泌
尿
器
科
部
長
と
私
が
交
互
に
執
刀
医
と
助
手

を
務
め
、
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
し
た
。以
来
、

当
科
で
は
、
前
立
腺
が
ん
に
続
い
て
、
腎
臓
が

ん
、
膀
胱
が
ん
に
も
積
極
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
を
実
施
し
、
そ
の
症
例
数
は
合
計
６
０
０

例
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
」（
錦
見
医
師
）。

　
ま
た
、泌
尿
器
科
で
は
単
に
症
例
実
績
を
重

ね
る
だ
け
で
な
く
、手
技
の
高
度
化
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。「
膀
胱
が
ん
の
手
術
で
は
、膀

胱
の
摘
出
後
、小
腸
の
一
部
を
切
除
し
尿
管
に

繋
ぐ
な
ど
、尿
の
通
り
道
を
再
建（
尿
路
変
更
）

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
、
腹
腔
内
で

行
う
こ
と
は
技
術
的
に
難
し
く
、ロ
ボ
ッ
ト
で

膀
胱
を
摘
出
し
た
の
ち
に
開
腹
し
て
再
建
を

行
っ
て
い
る
施
設
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。当

科
で
は
積
極
的
に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
活
用
し
て

腹
腔
内
で
再
建
を
行
う
こ
と
で
、
傷
の
縮
小
、

早
期
回
復
に
繋
げ
て
い
ま
す
」と
、
錦
見
医
師

は
話
し
ま
す
。

　
外
科
手
術
は
、
開
腹
か
ら
腹
腔
鏡
、
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
へ
と
進
化
を
続
け
て
い

ま
す
。但
し
、「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
夢
の
機
械
で

は
な
い
」
と
坂
本
医
師
は
言
い
ま
す
。「
手
術

中
に
本
体
を
動
か
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
方
向

を
変
え
る
こ
と
が
難
し
い
、
触
覚
が
無
い
な

ど
、
い
く
つ
か
特
有
の
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。だ
か
ら
こ
そ
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
で
手
術
を

行
う
に
は
か
な
り
の
訓
練
が
必
要
で
、
私
の

場
合
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
の
練
習
も
50
時

間
以
上
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、
技
術
向
上

に
加
え
て
、
手
術
の
安
全
性
を
徹
底
す
る
た

め
に
、
院
内
に
高
難
度
新
規
医
療
技
術
導
入

委
員
会
を
組
織
し
、
そ
こ
で
手
術
の
経
過
を

報
告
・
検
証
し
な
が
ら
、
慎
重
に
実
績
を
重

ね
て
い
ま
す
」。

　
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
傷
が
小
さ
い
た

め
、
低
侵
襲
（
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
）
の

治
療
法
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、
坂
本

医
師
、
錦
見
医
師
は
共
通
し
て
、「
傷
が
小

さ
い
か
ら
低
侵
襲
で
は
な
い
」
と
話
し
ま

す
。坂
本
医
師
は
、「
傷
が
小
さ
い
だ
け
で

な
く
、
出
血
量
、
手
術
時
間
、
そ
し
て
確
実

な
病
巣
除
去
の
す
べ
て
が
重
要
で
す
。そ

れ
ら
を
含
め
て
総
合
的
に
低
侵
襲
な
治
療

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
。錦
見
医
師

も
ま
た
、「
手
術
の
質
、す
な
わ
ち
、治
療
効

果
と
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
初
め
て
、
低

侵
襲
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。特
に
腹
腔

鏡
や
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
術
で
は
出
血
を
手

で
押
さ
え
る
な
ど
が
で
き
な
い
の
で
、
切

除
す
る
際
は
、
特
に
慎
重
に
行
い
ま
す
」と

説
明
し
ま
す
。

　
両
医
師
の
よ
う
に
訓
練
を
受
け
て
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
の
認
定
を
受
け
た
医
師
が
、

泌
尿
器
科
で
は
６
名
、
消
化
器
外
科
で
は

３
名
在
籍
。特
に
泌
尿
器
科
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
執
刀
医
の
う
ち
３
名
が
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー
の
資
格
を
有
し
て

い
ま
す
。

　
医
師
の
技
量
に
加
え
、
手
術
に
関
わ
る

ス
タ
ッ
フ
全
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
に
、
両
科
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
手
術
チ
ー
ム
を
結
成
。執
刀
医
、
助
手
、

麻
酔
科
医
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
か
ら

成
る
チ
ー
ム
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、

常
に
技
術
の
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。「
安

全
な
手
術
は
、
医
師
だ
け
で
は
で
き
ま
せ

ん
。チ
ー
ム
の
取
り
組
み
が
と
て
も
重
要

で
す
し
、
安
全
性
の
担
保
は
ス
タ
ッ
フ
の

努
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

臨
床
工
学
技
士
が
看
護
師
と
同
様
に
、
直

接
介
助
す
る
の
は
、
当
院
な
ら
で
は
の
特

徴
で
す
。機
械
に
精
通
し
た
臨
床
工
学
技

士
が
、
術
中
の
機
械
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
、
安

全
性
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
」

（
錦
見
医
師
）。

　
チ
ー
ム
を
組
ん
で
安
全
な
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
に
取
り
組
む
、
泌
尿
器
科
と
消
化

器
外
科
。最
後
に
、
今
後
の
意
気
込
み
に
つ

い
て
坂
本
医
師
に
聞
き
ま
し
た
。「
高
度
急

性
期
病
院
と
し
て
、
地
域
に
先
駆
け
て
最

先
端
の
医
療
を
提
供
す
る
の
は
当
院
の
責

務
で
す
。ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
つ
い
て

も
、
一
つ
ひ
と
つ
安
全
確
実
に
治
療
し
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
低
侵
襲
手
術
の
恩
恵
を
届

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
執
刀
医
が
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
介
し
て
手

術
を
行
う
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
（
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
手
術
）。
当
院
で
は
、
昨
年
４
月
に
保
険

適
用
が
認
め
ら
れ
た
胃
・
直
腸
手
術
に
関
し

て
、
従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
に
加
え
、
積
極
的

に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
30
年
６
月
の
第
一
症
例
か
ら
今
年
５
月

ま
で
に
、
胃
切
除
術
は
20
例
、
直
腸
切
除
術

は
４
例
を
行
い
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
何

か
。一
般
消
化
器
外
科
部
長
の
坂
本
英
至
医
師

は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。「
腹
部
に
小
さ
な

傷
を
数
カ
所
開
け
て
、
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
モ

ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
操
作
す
る
と
こ
ろ
は
、腹

腔
鏡
手
術
と
同
じ
で
す
。た
だ
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

手
術
の
良
さ
は
、３
Ｄ
の
ク
リ
ア
な
視
野
の
も

と
、
緻
密
に
操
作
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。手
振
れ
も
少
な
く
、
複
雑
な
縫
合
操
作
も

容
易
に
で
き
ま
す
。ま
た
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の

ア
ー
ム
に
は
関
節
が
あ
る
の
で
、周
囲
の
臓
器

を
避
け
な
が
ら
患
部
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
が
で
き
、
他
臓
器
の
負
担
が
減
る
結
果
、
術

後
の
合
併
症
の
軽
減
に
繋
が
り
ま
す
」。

　
が
ん
の
手
術
で
は
、
が
ん
細
胞
を
確
実
に

除
去
し
長
期
予
後
を
良
く
す
る
こ
と
と
、
術

後
の
合
併
症
を
減
ら
す
こ
と
の
両
方
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
が
ん
の
病
巣
付
近
を
広
く

切
除
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
他
の
臓

器
へ
の
影
響
も
大
き
く
合
併
症
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
で

は
精
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
合
併
症
を
少
な

く
で
き
る
の
で
、
そ
の
分
思
い
切
っ
た
切
除

が
可
能
に
な
り
ま
す
」（
坂
本
医
師
）。

　
そ
も
そ
も
当
院
が
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
導

入
し
た
の
は
、
平
成
25
年
。初
症
例
は
、
保
険
適

用
が
最
初
に
認
め
ら
れ
た
前
立
腺
が
ん
の
全
摘

出
手
術
で
し
た
。当
初
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
に
関
わ
っ
て
き
た
の
が
、
第
二
泌
尿
器
科
部

長
の
錦
見
俊
徳
医
師
で
す
。「
最
初
の
頃
は
、
外

令和元年5月27日㈪、当院幹部をはじめ関係職員・工事関
係者参加のもと、「日赤愛知災害管理センター棟」の起工
式が執り行われました。
日赤愛知災害管理センター棟は、この地域で危惧されてい
る南海トラフ巨大地震などの際に、地域の災害医療拠点と
することを目的とした施設です。建築場所は病院南側の駐
車場で、地上４階の免震構造と、自家発電や給水設備、会
議室や仮眠室などを備えています。ここでは医療行為は行
わず、災害時に県内全域における災害医療マネジメント機
能を担います。当院は、愛知県の地域中核災害拠点病院
に指定されており、大規模災害時には赤十字救護班や
DMATといった多数の医療チームの受け入れなどが想定
されます。全国から集まった医療チームは、ここを一時的な
待機場所として被災情報の収集をしつつ、他の病院や避
難所などへ適宜派遣されます。その際、病院の診療機能を
損なわず、かつ災害医療チームの活動拠点本部としての
機能を十分に保持・発揮するためには、通常の診療機能
から独立した棟が必要と判断し、災害派遣に特化した新
棟整備を進めるに至りました。
起工式後の6月からは本格的に工事が開始されており、令
和２年6月末に竣工、7月から稼働する見込みです。平時
は、医療従事者の教育・研修や、地域の皆さまに向けて防
災・減災などの情報発信を行っていく施設としての活用を
予定しています。

受動喫煙対策を強化する改正健康増進法が施行され、令
和元年7月1日より全国の病院や学校、児童福祉施設、行政
機関の敷地内が原則禁煙となりました。
受動喫煙とは、喫煙による呼出煙（喫煙者が吐き出した煙）
や副流煙（たばこの先端から出る煙）に含まれる有害物質
を、自分の意思とは関係なく吸い込んでしまうことです。直
接煙にさらされなくても、喫煙後の呼気や衣服・髪の毛、た
ばこの煙がしみ込んだ部屋の壁・カーテンなどからは有害
物質が放出されており、それらからたばこ臭を感じた時に
は、すでに有害物質を体内に吸い込んでいる状態（三次
喫煙・残留受動喫煙）となります。
改正法では、二十歳未満や病気を抱える人、妊婦など、受
動喫煙の影響が大きい人が利用する施設類型に対し、原
則として敷地内禁煙とするよう規定し、悪質な違反者には

日赤愛知災害管理センター棟の増築工事開始に伴
い、令和元年6月より、第２駐車場の南側入口を一部
閉鎖しています。ご入庫の際は、大通り側入口よりお
願いいたします。また、ご入庫の際の混雑も予想さ
れますので、お時間に余裕を持った来院、もしくは公
共交通機関での来院をお願いいたします。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力のほどお
願い申し上げます。

罰則が課せられます。これにより、望まない受動喫煙を防止
するための取り組みは、マナーからルールへと変わりました。
これを受け、当院では職員の就業時間内禁煙をすすめて
います。また当院は、屋内外、駐車場を含む敷地内全面禁
煙です。改めまして、禁煙にご協力をお願い申し上げます。

日赤愛知災害管理センター棟 着工
当院では、最新鋭のダヴィンチXi手術システム
（平成29年3月、株式会社パロマ様より寄贈）を配置。
泌尿器科に続いて、消化器外科においても、
胃や直腸の切除術の症例を重ねています。
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災害救護

7月1日、健康増進法一部改定。禁煙にご協力をお願いします。ご来院の皆さまへ

平
成
25
年
か
ら
導
入
。

泌
尿
器
科
で
は

６
０
０
症
例
以
上
の
実
績
。

一般消化器外科部長
坂本 英至

第二泌尿器科部長
錦見 俊徳
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駐車場について

令和元年
7月1日施行 改正健康増進法による規制

当院は
敷地内全面禁煙（駐車場を含む）です。
周辺道路での喫煙もご遠慮ください。
入院中、外来受診、面会などの際、禁煙に
ご協力をお願いいたします。

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
TEL 052-832-1121

安心・安全を第一に
ロボット支援手術を行い、
地域に最先端の医療を届ける。
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